
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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おいしい手料理
　収穫の秋です。この季節、北海道で一番のごちそうは
ホクホクの新じゃがを使うじゃが芋料理ですね。手早く
簡単、晩酌のおつまみにも最適なお手軽メニューです。

　

【じゃが芋と鶏肉のガーリック炒め】
＜材　料＞ （２～３人分）
●じゃが芋……2個（250ｇ）
●鶏もも肉……150ｇ
●しめじ………1/2パック
●にんにく……大1片
●オリーブ油…大さじ4（またはサラダ油）

＜作り方＞
①下ごしらえ：じゃが芋を２㌢㍍角くらいの食べやすい大き
　さに切り、5分間ほど水にさらした後竹串が通る程度に湯
　がき、粉吹きにして水分を飛ばしておく。鶏肉も2～3㌢㍍
　角ほどに切りそろえ、しめじは石づきを取ってほぐしてお
　く。にんにくはみじん切り。
②フライパンにオリーブ油を敷き、中火でにんにくと鶏肉を
　炒める。
③鶏肉に焼き色が付いたらじゃが芋、パン粉を入れて炒める。
　パン粉がカリッとしたらしめじを加えて炒める。
　全体をさっと炒め、塩、こしょうで味付け、パセリのみじ
　ん切りも加える。
　この時、鍋肌に沿って醤油を掛け回し入れ、さっくり混ぜ
　ると香ばしく完成。

【スペインオムレツ】
＜材料＞（2人分）
●じゃが芋…中４個
●玉ねぎ……２分の１個
●卵…………３個　

＜作り方＞
①じゃが芋は5㍉㍍程度の厚さにスライス、玉ねぎも薄くス
　ライスする。
②玉子をボールに割り解き、塩味をつけておく。
③①をたっぷりのオリーブ油で炒めて塩をふり、じゃが芋が
　つぶれるくらいになったら熱々のうちに②のボールに入れ、
　木べらでじゃが芋が崩れるように混ぜる。この時塩加減を
　確認する。
④フライパンに油を敷いて③を入れ、素早くかき混ぜる。全
　体が少し固まったら油を敷いた皿にオムレツを返し入れ、
　次にフライパンにすべらせて裏面を焼きあげる。
　　　　　
焼き上げたものをそのまま食べてもおいしいですが、ケチャ
ップ、マヨネーズを同量で混ぜて「オーロラソース」を作り、
オムレツにかけてもおいしいです。

（越智恵子さん）

【食べて健康・豆知識】
　じゃが芋の主成分はでんぷんですが、ビタミンCやカリウムも多
く含まれています。カリウムは塩分を体外に運び出し、血圧を下げ
る働きがあります。また腸の働きを促進させる食物繊維も含んでい
ます。ただし腎炎などでカリウムを制限されている方は、多食を避
けましょう。
　品種は「男爵」「メークイーン」「農林１号」などがあり、「男
爵」はでんぷんが多く粉質なので、調理法としてはゆでて粉ふき芋、
マッシュポテトなどに。「メークイーン」は肉質が細かく崩れにく
いので、炒めたり、煮込んだりするのに最適です。

（保健福祉課栄養士　中村弘美）

●パセリみじん切り…大さじ1
●パン粉………………大さじ1
●塩、こしょう………少々
●醤油…………………大さじ1

●塩……………適量
●オリーブ油…適量

▼旭岳・天人峡地区の豪雨災害、防災体制を強化

▼ 新 Pinky’s Thougts
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第5回ひがしかわ大写真展
町民一般部門

「育てるよろこび」
澤田秀幸さん撮影

　

豪
雨
災
害
は
、
旭
岳
、
天
人

峡
両
温
泉
街
に
至
る
道
道
、
町

道
３
カ
所
で
道
路
崩
落
、
送
電

線
倒
壊
の
被
害
を
出
し
、
た
ま

た
ま
通
行
中
だ
っ
た
２
人
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。
両
温
泉
街

は
電
気
、
電
話
が
不
通
に
な
り
、

宿
泊
客
３
３
４
人
、
ホ
テ
ル
従

業
員
ら
が
一
時
孤
立
し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
後
の
対
応
は
迅
速

で
し
た
。
関
係
機
関
と
の
連
絡
、
救
助
、
復

旧
作
業
が
す
ば
や
く
進
み
、
翌
日
に
は
宿
泊

客
全
員
の
避
難
が
完
了
。
旭
岳
温
泉
へ
の
道

道
も
通
行
回
復
し
ま
し
た
。

　

約
１
８
０
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
道
路
が
崩

落
し
た
道
道
天
人
峡
美
瑛
線
は
、
災
害
５
日

後
に
は
仮
復
旧
し
て
昼
間
通
行
が
可
能
に
な

り
、
９
月
17
日
に
は
夜
間
通
行
も
可
能
な
交

互
通
行
の
舗
装
も
完
了
し
て
温
泉
街
の
ホ
テ

ル
、
旅
館
も
営
業
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
両
温
泉
街
は
そ
の
後

宿
泊
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
重
な
り
、
旭
岳
温

泉
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
運
休
と
合
わ
せ
て
約
１

千
４
０
０
人
分
、
天
人
峡
温
泉
は
４
旅
館
合

わ
せ
て
３
千
４
０
０
人
分
合
計
４
千
８
０
０

人
分
約
６
千
８
０
０
万
円
も
の
減

収
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
本
格
的
な
営
業
再
開

し
た
天
人
峡
温
泉
で
は
復
興
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
９
月
中
旬
ま
で

格
安
宿
泊
料
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
、
完
全
復
旧
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

町
、
東
川
町
観
光
協
会
（
浜
辺

啓
会
長
）
で
は
、
同
月
25
日
か
ら

10
月
末
日
ま
で
、
宿
泊
客
を
対
象
に
新
米
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
首
都
圏
な
ど
で
の
観
光
誘
致
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
し
て
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
を
売
り
込
む
計
画
で
す
。

　

町
で
は
、
災
害
時
に
宿
泊
し
て
い
た
お
客

さ
ま
と
家
族
３
３
４
人
に
東
川
米
の
新
米

（
３
合
＝
４
５
０
㌘
＝
入
り
パ
ッ
ク
２
袋
ず

つ
）
を
今
回
の
災
害
の
お
見
舞
い
と
し
て
送

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

今
後
の
災
害
に
備
え
て
通
信
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
、
両
温
泉
街
の
ホ
テ
ル
に
防
災

用
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
衛
星
携
帯
電
話
を
配
備
す
る
予

定
で
す
。
関
係
各
機
関
意
見
情
報
交
換
会

（
９
月
10
日
東
川
町
役
場
で
開
催
）
＝
写
真

＝
で
は
、
災
害
当
時
故
障
が
指
摘
さ
れ
た
雨

量
計
な
ど
、
各
関
係
機
関
で
各
種
計
測
機
器

の
点
検
、
整
備
を
万
全
に
行
う
こ
と
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

天
人
峡
神
社
で
安
全
祈
願
祭　

９
月
１
日
、

営
業
再
開
し
た

天
人
峡
温
泉
街

の
天
人
峡
神
社

で
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
旭
岳
、
天

人
峡
両
温
泉
街

の
ホ
テ
ル
、
旅

館
関
係
者
ら
約

30
人
が
出
席
し
、
武
田
政
久
天
人
峡
温
泉
部

会
長
ら
関
係
者
が
無
事
復
旧
の
報
告
と
、
今

後
の
無
事
故
・
無
災
害
を
願
い
ま
し
た
＝
写

真
＝
。

八
代
白
百
合
学
園
高
校
写
真
部
か

ら
義
援
金

　

天
人
峡
地
区
の
豪
雨
災
害
の
被
害
を
聞
い

た
熊
本
県
八
代
市
の
八
代
白
百
合
学
園
高
校

写
真
部
（
部
員
19
人
、
顧
問
・
中
西
琢
也
先

生
）
か
ら
、
多
額
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
町
は
ひ

が
し
か
わ
株
主

基
金
に
充
当
し

ま
し
た
。

　

１
９
９
５

（
平
成
７
）
年

の
第
２
回
写
真

甲
子
園
で
本
戦

初
出
場
し
た
の

を
皮
切
り
に
、

今
年
８
回
目
の
出
場
を
し
た
今
や
強
豪
常
連

校
。
災
害
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
「
廃
部
の
危

機
に
あ
っ
た
写
真
部
が
写
真
甲
子
園
へ
の
出

場
を
き
っ
か
け
に
活
性
化
し
、
活
発
に
活
動

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
部
員
の
生
徒
、
後

援
会
か
ら
声
が
上
が
り
「
義
援
金
の
支
援
を

し
た
い
」
と
い
う
申
し
出
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
か
ら
災
害
支
援
金
、
応
援
エ

ー
ル
続
々

　

全
国
各
地
か
ら
東
川
町
に
激
励
、
応
援
メ

ー
ル
や
災
害
支
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

温
か
い
ご
支
援
、
応
援
、
声
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

▼
寄
付
金
（
見
舞
い
金
）
小
野
悦
子
（
美

瑛
町
）
、
小
田
陽
子
（
東
京
都
）
、
進
藤
博

信
（
東
京
、
㈱
ア
マ
ナ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

ア
マ
ナ
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
、
遠
藤
雄
幸

（
福
島
県
川
内
村
、
川
内
村
長
）
、
札
幌
東

川
会
▼
応
援
メ
ー
ル
70
通
▼
手
紙
４
通
▼
電

報
６
通
▼
物
資
（
ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
な
ど
飲

料
水
）
９
人
▼
来
町
５
人
▼
現
地
視
察
５
人

（
高
橋
は
る
み
知
事
、
佐
々
木
隆
博
衆
議
院

議
員
の
緊
急
現
地
視
察
を
含
む
）
＝
敬
称
略
、

９
月
17
日
現
在
＝

道
路
は
復
旧
、経
済
損
失
は
約
７
千
万
円
に

旭
岳
・
天
人
峡
地
区
の
豪
雨
災
害
、防
災
体
制
を
強
化

　

８
月
23
日
か
ら
翌
24
日
未
明
に
か
け
て
旭
岳
・
天
人
峡
地
区
を
襲
っ
た
ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
は
、
２
人
の
犠
牲
者
を
出
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
両
温
泉

へ
の
観
光
客
、宿
泊
客
減
で
経
済
的
損
失
も
約
６
千
８
０
０
万
円
に
の
ぼ
り
、改
め
て
災
害
時
へ
の
備
え
の
必
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
町
内
耕
作
地
、
市
街
地
な
ど
へ
の
川
の
は
ん
ら
ん
被
害
は
な
く
、
改
め
て
忠
別
ダ
ム
の
効
用
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
災
害
を
機
に
、
町
で
は
緊

急
時
の
対
応
策
、防
災
体
制
の
強
化
、充
実
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※「エイゴのマナビカタ」「朝鮮人強制動員被害のはなし」は休載いたします。
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圏
な
ど
で
の
観
光
誘
致
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
し
て
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
を
売
り
込
む
計
画
で
す
。

　

町
で
は
、
災
害
時
に
宿
泊
し
て
い
た
お
客

さ
ま
と
家
族
３
３
４
人
に
東
川
米
の
新
米

（
３
合
＝
４
５
０
㌘
＝
入
り
パ
ッ
ク
２
袋
ず

つ
）
を
今
回
の
災
害
の
お
見
舞
い
と
し
て
送

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

今
後
の
災
害
に
備
え
て
通
信
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
、
両
温
泉
街
の
ホ
テ
ル
に
防
災

用
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
衛
星
携
帯
電
話
を
配
備
す
る
予

定
で
す
。
関
係
各
機
関
意
見
情
報
交
換
会

（
９
月
10
日
東
川
町
役
場
で
開
催
）
＝
写
真

＝
で
は
、
災
害
当
時
故
障
が
指
摘
さ
れ
た
雨

量
計
な
ど
、
各
関
係
機
関
で
各
種
計
測
機
器

の
点
検
、
整
備
を
万
全
に
行
う
こ
と
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

天
人
峡
神
社
で
安
全
祈
願
祭　

９
月
１
日
、

営
業
再
開
し
た

天
人
峡
温
泉
街

の
天
人
峡
神
社

で
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
旭
岳
、
天

人
峡
両
温
泉
街

の
ホ
テ
ル
、
旅

館
関
係
者
ら
約

30
人
が
出
席
し
、
武
田
政
久
天
人
峡
温
泉
部

会
長
ら
関
係
者
が
無
事
復
旧
の
報
告
と
、
今

後
の
無
事
故
・
無
災
害
を
願
い
ま
し
た
＝
写

真
＝
。

八
代
白
百
合
学
園
高
校
写
真
部
か

ら
義
援
金

　

天
人
峡
地
区
の
豪
雨
災
害
の
被
害
を
聞
い

た
熊
本
県
八
代
市
の
八
代
白
百
合
学
園
高
校

写
真
部
（
部
員
19
人
、
顧
問
・
中
西
琢
也
先

生
）
か
ら
、
多
額
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
町
は
ひ

が
し
か
わ
株
主

基
金
に
充
当
し

ま
し
た
。

　

１
９
９
５

（
平
成
７
）
年

の
第
２
回
写
真

甲
子
園
で
本
戦

初
出
場
し
た
の

を
皮
切
り
に
、

今
年
８
回
目
の
出
場
を
し
た
今
や
強
豪
常
連

校
。
災
害
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
「
廃
部
の
危

機
に
あ
っ
た
写
真
部
が
写
真
甲
子
園
へ
の
出

場
を
き
っ
か
け
に
活
性
化
し
、
活
発
に
活
動

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
部
員
の
生
徒
、
後

援
会
か
ら
声
が
上
が
り
「
義
援
金
の
支
援
を

し
た
い
」
と
い
う
申
し
出
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
か
ら
災
害
支
援
金
、
応
援
エ

ー
ル
続
々

　

全
国
各
地
か
ら
東
川
町
に
激
励
、
応
援
メ

ー
ル
や
災
害
支
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

温
か
い
ご
支
援
、
応
援
、
声
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

▼
寄
付
金
（
見
舞
い
金
）
小
野
悦
子
（
美

瑛
町
）
、
小
田
陽
子
（
東
京
都
）
、
進
藤
博

信
（
東
京
、
㈱
ア
マ
ナ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

ア
マ
ナ
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
、
遠
藤
雄
幸

（
福
島
県
川
内
村
、
川
内
村
長
）
、
札
幌
東

川
会
▼
応
援
メ
ー
ル
70
通
▼
手
紙
４
通
▼
電

報
６
通
▼
物
資
（
ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
な
ど
飲

料
水
）
９
人
▼
来
町
５
人
▼
現
地
視
察
５
人

（
高
橋
は
る
み
知
事
、
佐
々
木
隆
博
衆
議
院

議
員
の
緊
急
現
地
視
察
を
含
む
）
＝
敬
称
略
、

９
月
17
日
現
在
＝

　

豪
雨
災
害
は
、
旭
岳
、
天
人

峡
両
温
泉
街
に
至
る
道
道
、
町

道
３
カ
所
で
道
路
崩
落
、
送
電

線
倒
壊
の
被
害
を
出
し
、
た
ま

た
ま
通
行
中
だ
っ
た
２
人
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。
両
温
泉
街

は
電
気
、
電
話
が
不
通
に
な
り
、

宿
泊
客
３
３
４
人
、
ホ
テ
ル
従

業
員
ら
が
一
時
孤
立
し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
後
の
対
応
は
迅
速

で
し
た
。
関
係
機
関
と
の
連
絡
、
救
助
、
復

旧
作
業
が
す
ば
や
く
進
み
、
翌
日
に
は
宿
泊

客
全
員
の
避
難
が
完
了
。
旭
岳
温
泉
へ
の
道

道
も
通
行
回
復
し
ま
し
た
。

　

約
１
８
０
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
道
路
が
崩

落
し
た
道
道
天
人
峡
美
瑛
線
は
、
災
害
５
日

後
に
は
仮
復
旧
し
て
昼
間
通
行
が
可
能
に
な

り
、
９
月
17
日
に
は
夜
間
通
行
も
可
能
な
交

互
通
行
の
舗
装
も
完
了
し
て
温
泉
街
の
ホ
テ

ル
、
旅
館
も
営
業
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
両
温
泉
街
は
そ
の
後

宿
泊
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
重
な
り
、
旭
岳
温

泉
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
運
休
と
合
わ
せ
て
約
１

千
４
０
０
人
分
、
天
人
峡
温
泉
は
４
旅
館
合

わ
せ
て
３
千
４
０
０
人
分
合
計
４
千
８
０
０

人
分
約
６
千
８
０
０
万
円
も
の
減

収
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
本
格
的
な
営
業
再
開

し
た
天
人
峡
温
泉
で
は
復
興
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
９
月
中
旬
ま
で

格
安
宿
泊
料
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
、
完
全
復
旧
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

町
、
東
川
町
観
光
協
会
（
浜
辺

啓
会
長
）
で
は
、
同
月
25
日
か
ら

10
月
末
日
ま
で
、
宿
泊
客
を
対
象
に
新
米
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
首
都
圏
な
ど
で
の
観
光
誘
致
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
し
て
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
を
売
り
込
む
計
画
で
す
。

　

町
で
は
、
災
害
時
に
宿
泊
し
て
い
た
お
客

さ
ま
と
家
族
３
３
４
人
に
東
川
米
の
新
米

（
３
合
＝
４
５
０
㌘
＝
入
り
パ
ッ
ク
２
袋
ず

つ
）
を
今
回
の
災
害
の
お
見
舞
い
と
し
て
送

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

今
後
の
災
害
に
備
え
て
通
信
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
、
両
温
泉
街
の
ホ
テ
ル
に
防
災

用
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
衛
星
携
帯
電
話
を
配
備
す
る
予

定
で
す
。
関
係
各
機
関
意
見
情
報
交
換
会

（
９
月
10
日
東
川
町
役
場
で
開
催
）
＝
写
真

＝
で
は
、
災
害
当
時
故
障
が
指
摘
さ
れ
た
雨

量
計
な
ど
、
各
関
係
機
関
で
各
種
計
測
機
器

の
点
検
、
整
備
を
万
全
に
行
う
こ
と
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

天
人
峡
神
社
で
安
全
祈
願
祭　

９
月
１
日
、

営
業
再
開
し
た

天
人
峡
温
泉
街

の
天
人
峡
神
社

で
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
旭
岳
、
天

人
峡
両
温
泉
街

の
ホ
テ
ル
、
旅

館
関
係
者
ら
約

30
人
が
出
席
し
、
武
田
政
久
天
人
峡
温
泉
部

会
長
ら
関
係
者
が
無
事
復
旧
の
報
告
と
、
今

後
の
無
事
故
・
無
災
害
を
願
い
ま
し
た
＝
写

真
＝
。

八
代
白
百
合
学
園
高
校
写
真
部
か

ら
義
援
金

　

天
人
峡
地
区
の
豪
雨
災
害
の
被
害
を
聞
い

た
熊
本
県
八
代
市
の
八
代
白
百
合
学
園
高
校

写
真
部
（
部
員
19
人
、
顧
問
・
中
西
琢
也
先

生
）
か
ら
、
多
額
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
町
は
ひ

が
し
か
わ
株
主

基
金
に
充
当
し

ま
し
た
。

　

１
９
９
５

（
平
成
７
）
年

の
第
２
回
写
真

甲
子
園
で
本
戦

初
出
場
し
た
の

を
皮
切
り
に
、

今
年
８
回
目
の
出
場
を
し
た
今
や
強
豪
常
連

校
。
災
害
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
「
廃
部
の
危

機
に
あ
っ
た
写
真
部
が
写
真
甲
子
園
へ
の
出

場
を
き
っ
か
け
に
活
性
化
し
、
活
発
に
活
動

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
部
員
の
生
徒
、
後

援
会
か
ら
声
が
上
が
り
「
義
援
金
の
支
援
を

し
た
い
」
と
い
う
申
し
出
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
か
ら
災
害
支
援
金
、
応
援
エ

ー
ル
続
々

　

全
国
各
地
か
ら
東
川
町
に
激
励
、
応
援
メ

ー
ル
や
災
害
支
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

温
か
い
ご
支
援
、
応
援
、
声
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

▼
寄
付
金
（
見
舞
い
金
）
小
野
悦
子
（
美

瑛
町
）
、
小
田
陽
子
（
東
京
都
）
、
進
藤
博

信
（
東
京
、
㈱
ア
マ
ナ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

ア
マ
ナ
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
、
遠
藤
雄
幸

（
福
島
県
川
内
村
、
川
内
村
長
）
、
札
幌
東

川
会
▼
応
援
メ
ー
ル
70
通
▼
手
紙
４
通
▼
電

報
６
通
▼
物
資
（
ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
な
ど
飲

料
水
）
９
人
▼
来
町
５
人
▼
現
地
視
察
５
人

（
高
橋
は
る
み
知
事
、
佐
々
木
隆
博
衆
議
院

議
員
の
緊
急
現
地
視
察
を
含
む
）
＝
敬
称
略
、

９
月
17
日
現
在
＝

道
路
は
復
旧
、経
済
損
失
は
約
７
千
万
円
に

旭
岳
・
天
人
峡
地
区
の
豪
雨
災
害
、防
災
体
制
を
強
化

道
路
は
復
旧
、経
済
損
失
は
約
７
千
万
円
に

旭
岳
・
天
人
峡
地
区
の
豪
雨
災
害
、防
災
体
制
を
強
化

　

８
月
23
日
か
ら
翌
24
日
未
明
に
か
け
て
旭
岳
・
天
人
峡
地
区
を
襲
っ
た
ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
は
、
２
人
の
犠
牲
者
を
出
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
両
温
泉

へ
の
観
光
客
、宿
泊
客
減
で
経
済
的
損
失
も
約
６
千
８
０
０
万
円
に
の
ぼ
り
、改
め
て
災
害
時
へ
の
備
え
の
必
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
町
内
耕
作
地
、
市
街
地
な
ど
へ
の
川
の
は
ん
ら
ん
被
害
は
な
く
、
改
め
て
忠
別
ダ
ム
の
効
用
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
災
害
を
機
に
、
町
で
は
緊

急
時
の
対
応
策
、防
災
体
制
の
強
化
、充
実
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
23
日
か
ら
翌
24
日
未
明
に
か
け
て
旭
岳
・
天
人
峡
地
区
を
襲
っ
た
ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
は
、
２
人
の
犠
牲
者
を
出
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
両
温
泉

へ
の
観
光
客
、宿
泊
客
減
で
経
済
的
損
失
も
約
６
千
８
０
０
万
円
に
の
ぼ
り
、改
め
て
災
害
時
へ
の
備
え
の
必
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
町
内
耕
作
地
、
市
街
地
な
ど
へ
の
川
の
は
ん
ら
ん
被
害
は
な
く
、
改
め
て
忠
別
ダ
ム
の
効
用
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
災
害
を
機
に
、
町
で
は
緊

急
時
の
対
応
策
、防
災
体
制
の
強
化
、充
実
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

元気な近況写真便りが届きました
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マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
千
葉
真
子
さ
ん
が
小
学
校
で
特
別
授
業

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
千
葉
真
子
さ
ん
が
小
学
校
で
特
別
授
業

　

東
川
、
東
神
楽
両
町
は
、
両
町
内
で
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
経
営
す
る
３
社
が
、
万

一
の
災
害
時
に
相
互
に
緊
急
物
資
を
融
通
し

あ
う
こ
と
が
出
来
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

万
一
の
災
害
発
生
時
に
、
自
治
体
間
、
民
間

企
業
の
垣
根
を
超
え
て
、
相
互
に
緊
急
物
資

を
融
通
し
あ
う
こ
と
が
出
来
る
協
定
を
結
ん

だ
の
は
道
内
で
初
め
て
で
す
。

　

行
政
側
は
松
岡
市
郎
町
長
、
川
野
恵
子
東

神
楽
町
長
、
両
町
内
に
店
舗
を
出
店
し
て
い

る
㈱
ホ
ク
レ
ン
商
事
（
札
幌
）
の
中
田
清
志

社
長
、
㈱
ふ
じ
（
旭
川
）
の
六
車
亮
社
長
、

㈱
西
條
（
名
寄
、
西
條
久
喜
社
長
）
の
西
條

敬
弘
副
社
長
の
５
者
代
表
が
出
席
し
、
９
月

８
日
東
神
楽
町
役
場
で
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

「
東
神
楽
町
、
東
川
町
の
災
害
時
に
お
け

る
応
急
生
活
物
資
の
供
給
等
に
関
す
る
協
定
」

と
い
い
ま
す
。
災
害
時
に
、
両
町
と
両
町
内

に
店
舗
を
置
く
小
売
業
者
３
社
は
、
両
町
か

ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
相
互
に
緊
急
物
資
、

食
料
、
飲
料
水
な
ど
38
項
目
の
物
資
を
融
通

し
あ
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
前
、
道
内
で
は
北
海
道
と
道
内
各
自

自
治
体
の
間
で
災
害
時
の
緊
急
物
資
応
援
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
に
よ
っ
て
、

両
町
内
の
民
間
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
店

舗
と
も
連
携
し
て
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
さ
ら
に
じ
ん
速
な
対
応
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

出
荷
し
た
の
は
、
西
４
号
北
17
番
地
、
永
谷

哲
也
さ
ん
（
73
）
。
不
良
年
だ
っ
た
昨
年
よ

り
16
日
早
く
、
好
天
続
き
で
豊
作
だ
っ
た
２

年
前
よ
り
も
３
日
早
い
出
荷
で
す
。
「
ほ
し

の
ゆ
め
」
１
２
６
袋
（
１
袋
30
㌔
㌘
）
全
量

が
１
等
米
出
荷
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
今
年
は
良
い
米
だ
」
と
い
う
と
お
り
、

出
来
栄
え
は
最
高
レ
ベ
ル
。
例
年
よ
り
１
粒

当
た
り
の
も
み
重
量
も
多
く
、
水
分
量
14
・

５
％
、
た
ん
ぱ
く
含
有
量
６
・
５
%
、
精
粒

歩
合
も
80
％
以
上
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
日

出
荷
の
２
番
検
査
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
も
全
量

１
等
米
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。
（
関
連
は

10
、
11
ペ
ー
ジ
）

　

９
月
７
日
、
今
年
の
米
出
荷
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
今
年
の
米
の
生
育
は
、
例
年
に

な
い
高
温
過
湿
の
天
候
続
き
で
生
育
が
早
ま

り
、
例
年
よ
り
10
日
早
い
生
育
。
町
内
の
一

部
倒
伏
稲
か
ら
は
す
で
に
穂
発
芽
も
始
ま
っ

て
い
る
と
い
い
、
町
内
は
例
年
に
な
く
早
い

急
ピ
ッ
チ
の
稲
刈
り
。
同
月
10
日
過
ぎ
か
ら

ピ
ー
ク
を
迎
え
刈
り
入
れ
本
格
化
し
ま
し
た
。

　

東
川
町
農
協
集
出
荷
セ
ン
タ
ー
に
第
１
号

　

９
月
１
日
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
釧
路
管
内
浜
中
町

の
元
町
立
浜
中
診
療
所
長
、
道

下
俊
一
医
師
の
講
演
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

10
年
前
に
退
職
す
る
ま
で
、

47
年
間
に
わ
た
っ
て
浜
中
町
の

地
域
医
療
を
支
え
続
け
ま
し
た
。

自
身
の
記
憶
を
つ
づ
っ
た
「
霧
多
布
人
に
な

っ
た
医
者
」
（
北
海
道
新
聞
社
刊
）
を
出
版
、

同
名
タ
イ
ト
ル
で
半
生
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
、
北
大
医
学
部

を
卒
業
。
３
年
後
、
前
年
に
起
き
た
十
勝
沖

地
震
津
波
の
被
害
対
策
と
し
て
、
１
年
間
の

予
定
で
釧
路
赤
十
字
病
院
浜
中
分
院
（
当
時
）

に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
で
の
ス
タ
ー

ト
が
地
域
医
療
一
筋
47
年
間
の

出
発
点
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
荒
天
の
中
、
急
診
を
頼
ま

れ
て
、
ど
こ
を
走
っ
て
い
る
の

か
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
中
で

漁
船
の
杭
に
し
が
み
つ
い
て
３

時
間
も
海
を
流
さ
れ
、
浜
で
た

い
て
く
れ
た
た
い
ま
つ
の
明
か

り
で
よ
う
や
く
往
診
に
駆
け
つ
け
た
」
「
札

幌
に
帰
ら
な
い
と
決
め
た
翌
日
、
そ
れ
ま
で

は
１
年
草
を
庭
に
植
え
て
楽
し
ん
で
い
た
妻

が
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
３
本
を
庭
に
植

え
た
」
な
ど
、
地
元
の
人
た
ち
か
ら
信
頼
さ

れ
る
医
師
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し

ま
し
た
。

浜
中
町
で
47
年
間
地
域
医
療
を
支
え
た
道
下
俊
一
医
師
が
講
演

浜
中
町
で
47
年
間
地
域
医
療
を
支
え
た
道
下
俊
一
医
師
が
講
演

米
初
出
荷
、平
年
よ
り
10
日
早
く
期
待
の
出
来
秋

米
初
出
荷
、平
年
よ
り
10
日
早
く
期
待
の
出
来
秋

　

９
月
９
日
、
東
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
で
22

年
度
上
川
管
内
国
公
立
幼
稚
園
教
育
研
究
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

公
立
幼
稚
園
が
あ
る
上
川
管
内
の
７
つ
の

国
公
立
幼
稚
園
の
教
員
ら
約
40
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
園
庭
を
会
場
に
、
草
花
を
使
っ
た

ま
ま
ご
と
、
色
水
づ
く
り
、
砂
場
の
ダ
ム
・

川
づ
く
り
、
そ
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
サ
ッ

カ
ー
、
築
山
で
の
尻
す
べ
り
な
ど
、
年
齢
別

に
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
し
て
い
る
保
育
を
公

開
し
ま
し
た
。

　

室
内
の
発
表
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
日
ご

ろ
取
り
組
ん
で
い
る
教
育
保
育
テ
ー
マ
「
気

持
ち
を
伝
え
合
い
、
心
を
か
よ
わ
せ
る
こ
と

が
出
来
る
子
」
の
研
究
と
実
践
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

「
今
の
子
供
た
ち
は
、
直
接
体
験
の
不
足
、

人
と
の
関
わ
り
の
希
薄
化
、
過
保
護
、
過
干

渉
な
ど
に
よ
っ
て
、
相
手
の
気
持
ち
を
感
じ

る
こ
と
が
苦
手
。
自
分
の
主
張
だ
け
を
通
そ

う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
」
と
し
て
「
遊
び

の
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
人
と
の
関
わ
り
、

相
手
の
気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
幼

児
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
で
友
だ

ち
の
気
持
ち
に
気
づ
き
、
共
感
し
、
心
を
通

わ
せ
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
な

ど
と
２
年
計
画
の
指
導
実
践
例
や
課
題
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０
３
（
平
成

15
）
年
よ
り
幼
稚
園
と
保
育
園
を
合
わ
せ
た

独
自
の
「
幼
保
一
元
化
」
教
育
保
育
が
特
徴
。

零
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
９
学
級
約
２
６
０
人

の
幼
児
が
通
っ
て
い
ま
す
。

を
か
き
分
け
る
よ
う
に
田
に
入
り
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
唄
（
う
た
）
に
合
わ
せ
、
一
株
ひ

と
か
ぶ
手
刈
り
た
稲
は
、
そ
の
場
で
は
さ
掛

け
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
新
品
種
「
ゆ
め
ぴ

り
か
」
の
神
饌
米
10
俵
（
１
俵
60
㌔
㌘
）
は
、

新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）
で
北
海
道
神
宮

の
神
前
に
奉
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
水
田
で
は
、
昨
年
か
ら
一
転
し
て

早
い
稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

　

８
月
27
日
、
東
２
号
北
１
、
三
田
常
男
さ

ん
（
63
）
の
水
田
で
北
海
道
神
宮
神
饌
田

（
し
ん
せ
ん
で
ん
）
の
稲
刈
り
、
抜
穂
祭

（
ぬ
い
ぼ
さ
い
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
期
間
の
高
温
、
好
天
に
恵
ま
れ
て
稲
の

登
熟
が
ど
ん
ど
ん
早
ま
り
、
急
き
ょ
予
定
を

早
め
て
例
年
よ
り
10
日
も
早
い
稲
刈
り
に
な

り
ま
し
た
。
吉
田
源
彦
宮
司
の
祓
詞
（
は
ら

え
こ
と
ば
）
に
続
い
て
12
人
の
早
乙
女
、
６

人
の
介
助
役
が
黄
金
色
に
頭
を
た
れ
た
稲
穂

　
　

９
月
２
、
３
の
両
日
、
マ
ラ

ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
で
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
の
千
葉
真
子
さ
ん

（
34
）
が
来
町
し
、
小
学
校
５
、

６
年
生
に
「
夢
の
教
室
」
と
題
し

て
特
別
授
業
を
し
ま
し
た
。

　

「
最
初
か
ら
陸
上
競
技
を
し
て

い
た
の
で
は
な
く
、
小
学
校
５
年

生
の
時
に
一
番
一
生
懸
命
や
っ
て

い
た
の
は
バ
イ
オ
リ
ン
。
７
年
間
習
い
、
将

来
は
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
な
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
高
校
で

部
活
に
入
っ
た
の
は
テ
ニ
ス
だ
っ
た
。
で
も

一
生
懸
命
に
や
っ
た
７
年
間
の
バ
イ
オ
リ
ン

は
む
だ
で
は
な
か
っ
た
」
な
ど
と
小
学
生
の

時
の
自
ら
の
夢
を
披
露
。
「
皆

さ
ん
の
夢
は
何
で
す
か
？
」
と

一
人
ひ
と
り
に
問
い
か
け
、
夢

に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
に
努
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
ま

し
た
。

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
「
Ｊ

Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
題
し
て
来
町
し
ま
し
た
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
役
、
Ｏ

Ｂ
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
〝
夢
先
生
〞
と
し
て

全
国
各
地
の
小
学
校
を
回
っ
て
夢
に
向
か
う

体
験
や
素
晴
ら
し
さ
な
ど
を
話
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

道
内
初
！　
東
川
、東
神
楽
両
町
が
両
町
内
の
ス
ー
パ
ー
と
災
害
時
の
協
定

道
内
初
！　
東
川
、東
神
楽
両
町
が
両
町
内
の
ス
ー
パ
ー
と
災
害
時
の
協
定

今
年
は
豊
作
、神
饌
田
で
例
年
よ
り
10
日
早
い
抜
穂
祭

今
年
は
豊
作
、神
饌
田
で
例
年
よ
り
10
日
早
い
抜
穂
祭

「
相
手
の
思
い
に
気
づ
き
行
動
で
き
る
子
」―
と
幼
稚
園
教
育
大
会

「
相
手
の
思
い
に
気
づ
き
行
動
で
き
る
子
」―
と
幼
稚
園
教
育
大
会
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秋
の
味
覚
に
一
番
乗
り
〜
て
っ
ぺ
ん
ま
つ
り
に
人
出
の
波

秋
の
味
覚
に
一
番
乗
り
〜
て
っ
ぺ
ん
ま
つ
り
に
人
出
の
波

　

塩
野
絵
美
選
手
（
30
）
、
後
輩
チ
ー
ム
メ

ー
ト
の
蔵
本
葵
選
手
（
22
）
＝
早
稲
田
大
４

年
＝
ら
東
京
ベ
ル
デ
ィ
・
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
の
選
手
ら
が
、
今
年
も

８
月
中
旬
か
ら
約
３
週
間
、
東
川
合
宿
に
来

町
し
ま
し
た
。
猛
暑
日
が
続
い
て
い
た
本
州

の
暑
さ
か
ら
解
放
さ
れ
「
涼
し
く
て
最
高
」

と
ベ
ス
ト
な
調
整
が
出
来
た
よ
う
。
蔵
本
選

手
は
合
宿
直
後
に
の
ぞ
ん
だ
日
本
学
生
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
大
会
（
９
月
12
日
、
香

川
県
観
音
寺
市
）
＝
通
称
イ
ン
カ
レ
＝
で
見

事
優
勝
！　

学
生
最
大
の
目
標
で
念
願
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

蔵
本
選
手
は
、
昨
年
か
ら
東
川
合
宿
に
来

町
。
去
年
は
骨
折
負
傷
後
の
療
養
を
兼
ね
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
ず
ば
り
イ
ン
カ
レ
優

勝
を
狙
っ
て
の
ぞ
ん
だ
合
宿
。
涼
し
い
気
候

と
合
同
練
習
が
好
結
果
を
生
ん
だ
よ
う
。

　

合
宿
３
年
目
の
塩
野
選
手
は
、
た
だ
一
人

の
女
性
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
す
る
ア

イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス
世
界
選
手
権
大
会
（
今

年
は
10
月
９
日
、
米
国
ハ
ワ
イ
州
コ
ナ
）
が

大
目
標
。
「
昨
年
よ
り
好
成
績
の
15
位
以
内
」

の
ゴ
ー
ル
が
目
標
と
い
う
こ
と
で
す
（
昨
年

は
自
己
最
高
18
位
）
。

　

１
日
２
０
０
㌔
㍍
も
の
距
離
を
こ
な
す
バ

イ
ク
（
自
転
車
）
練
習
で
は
、
北
は
下
川
町
、

南
は
富
良
野
市
内
ま
で
高
低
差
豊
か
な
コ
ー

ス
を
走
り
抜
け
、
道
北
地
方
の
道
路
事
情
に

も
ず
い
ぶ
ん
詳
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

「
大
雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ｉ
ｎ

ひ
が
し
か
わ
」
大
会
の
女
性
の
部
で
２
連
覇

優
勝
し
た
沢
田
愛
里
選
手
（
30
）
＝
Ｊ
Ｒ
北

海
道
＝
、
チ
ー
ム
後
輩
の
播
田
実
友
香
選
手

（
24
）
も
加
わ
っ
て
充
実
し
た
合
宿
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

旭
川
市
内
や
近
隣
の
町
か
ら
大
勢
の
家
族
連

れ
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
で
、
一
番
の

人
気
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
じ
ゃ
が
芋
、
た
ま

ね
ぎ
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
農
家
直
売
コ
ー
ナ

ー
。
ど
こ
も
瞬
く
間
に
売
り
切
れ
る
人
気
ぶ

り
で
し
た
。

　

浜
直
送
の
海
の
幸
コ
ー
ナ
ー
も
大
人
気
。

ホ
タ
テ
浜
焼
き
の
香
ば
し
い
匂
い
に
誘
わ
れ

て
稚
内
、
浜
頓
別
町
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
も
好

評
。
毛
が
に
汁
の
先
着
約
50
人
無
料
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
長
蛇
の
列
が
出
来
る
な
ど
売
り
切
れ

続
出
の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　

９
月
４
、
５
の
両
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公

園
で
第
49
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
会
場
は
恒
例
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
加
え
て
、
出
来
秋
の
農
作
物
を
ず
ら
り
と

そ
ろ
え
た
収
穫
感
謝
祭
。
２
日
間
の
う
ち
、

２
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
人
出
が
途
絶

え
ま
し
た
が
、
初
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
大
に

ぎ
わ
い
。
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
よ
う
と
、

　

新
米
の
「
ほ
し

の
ゆ
め
」
を
い
ち

早
く
お
届
け
す
る

今
年
の
新
米
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
９
月

11
日
か
ら
４
日
間

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
出
来
秋
は
、

夏
の
好
天
続
き
で

最
高
ラ
ン
ク
の
お

い
し
い
新
米
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
予
約
申
し
込
み
量
は
、
８
３
７
件
、

約
23
ト
ン
。
昨
年
よ
り
１
０
２
件
、
約
１
ト

ン
も
多
い
予
約
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

　

事
前
予
約
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
方
式
に
変
わ

っ
て
２
年
目
。
町
内
４
カ
所
の
新
米
交
換
所

で
は
、
発
売
を

待
ち
わ
び
て
い

た
人
た
ち
が
初

日
ど
っ
と
押
し

寄
せ
ま
し
た
。

中
に
は
予
約
販

売
だ
け
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
ず

「
こ
の
場
で
買

え
な
い
の
？
」

と
残
念
そ
う
な
観
光
客
の
方
も
。

　

購
入
者
の
方
は
、
１
人
で
10
㌔
㌘
入
り
袋

を
10
袋
以
上
買
う
方
も
い
て
、
相
変
わ
ら
ず

の
人
気
。
そ
の
場
で
本
州
方
面
な
ど
に
発
送

依
頼
す
る
姿
も
多
く
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
米「
東
川
米
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、今
年
も
大
好
評

新
米「
東
川
米
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、今
年
も
大
好
評

秋
の
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
、今
年
も
盛
況

秋
の
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
、今
年
も
盛
況

　

南
町
３
、
本
江
涼
子
さ
ん
（
36
）
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
＝
（
独
）
国
際
協
力
機
構
の
新
規
派
遣

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
２
年
間
、
ベ
ト
ナ
ム

の
病
院
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
９
月

17
日
松
岡
市
郎
町
長
に
出
発
あ
い
さ
つ
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
に
出
発
、
１
カ
月
間
ハ
ノ
イ
市

内
で
ベ
ト
ナ
ム
語
の
語
学
訓
練
を
受
け
た
後
、

２
年
間
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
チ
ョ

ー
ラ
イ
病
院
に
看
護
師
と
し
て
勤
め
る
予
定

で
す
。

　

「
看
護
師
と
し
て
の
仕
事
と
い
う
よ
り
、

医
療
事
務
の
再
調
査
、
業
務
改
善
、
感
染
予

防
な
ど
、
医
療
管
理
を
担
当
す
る
」
そ
う
で

す
。

　

東
京
都
内
の
病
院
で
14
年
間
看
護
師
と
し

て
勤
め
ま
し
た
。
大
規
模
病
院
の
手
術
室
専

門
で
し
た
が
、
将
来
世
界
を
舞
台
に
医
療
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
規
模
の
小
さ
な
病
院
で
の
経

験
も
積
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
語
学
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
能
力

を
高
め
る
た
め
、
１
カ
月
間
で
ピ
レ
ネ
ー
山

脈
越
え
の
フ
ラ
ン
ス
‐
ス
ペ
イ
ン
・
サ
ン
テ

ィ
ア
ゴ
間
約
８
０
０
㌔
㍍
を
単
独
徒
歩
制
覇

す
る
と
い
う
練
習
も
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。

　

「
将
来
は
『
国
境
の
な
い
医
師
団
』
で
活

躍
し
た
い
」
と
話
し
、
今
回
の
ベ
ト
ナ
ム
行

き
は
そ
の
第
一
歩
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

祉
施
設
へ
の
慰
問
活
動
を
し
て
い
る
と
い
う

ピ
ッ
コ
ロ
の
会
コ
ー
ラ
ス
（
伴
美
由
紀
代
表
）

の
４
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

入
所
し
て
い
る
お
年
よ
り
の
最
高
齢
は
98

歳
の
女
性
。
園
内
３
カ
所
の
ホ
ー
ル
に
分
か

れ
て
ピ
ッ
コ
ロ
の
会
の
演
奏
に
聞
き
入
り
、

美
し
い
バ
イ
オ
リ
ン
の
調
べ
に
「
あ
ぁ
、
素

晴
ら
し
い
。
良
い
音
だ
ね
え
」
と
う
っ
と
り
。

同
園
職
員
の
熱
演
、
ひ
げ
ダ
ン
ス
に
大
笑
い

し
た
り
、
家
族
と
一
緒
に
オ
ー
ド
ブ
ル
料
理
、

ち
ら
し
ず
し
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
町
内
各
地
で
敬

老
会
が
開
か
れ
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
施
設
「
ひ
だ
ま
り
の
里
」
（
本
村

勝
昭
施
設
長
）
で
は
９
月
19
日
、
１
日
早
い

敬
老
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
で
敬

老
会
を
中
止
し
た
の
で
、
２
年
ぶ
り
の
開
催

で
す
。
ヘ
ル
パ
ー
３
級
講
座
を
勉
強
し
て
い

る
う
ち
に
福
祉
に
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
東

川
高
校
の
１
年
生
５
人
、
昨
年
７
月
か
ら
福

　

８
月
29
日
、
東
川
町
農
協
で

「
第
８
回
大
雪
清
流
て
っ
ぺ
ん

ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
秋
恒
例
の
農
業
収
穫
感
謝

祭
。
会
場
は
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
同
時
開
催
の
「
上
川
ま

る
し
ぇ
」
コ
ー
ナ
ー
は
、
愛
別

町
が
新
た
に
出
店
参
加
し
て
特

産
き
の
こ
、
き
の
こ
汁
を
産
直
販
売
。
美
瑛

町
か
ら
は
カ
レ
ー
う
ど
ん
研
究
会
の
カ
レ
ー

う
ど
ん
、
東
神
楽
町
は
米
粉
う
ど
ん
の
直
売

コ
ー
ナ
ー
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　

「
上
川
ま
る
し
ぇ
」
へ
の
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か

わ
の
今
年
の
提
案
は
、
安
心
、
安
全
な
「
ひ

が
し
か
わ
サ
ラ
ダ
」
ブ
ラ
ン

ド
の
野
菜
。
ト
マ
ト
、
ピ
ー

マ
ン
、
サ
ン
チ
ュ
、
ほ
う
れ

ん
草
な
ど
11
種
類
の
と
れ
た

て
新
鮮
野
菜
を
直
売
し
ま
し

た
。

　

1
回
１
０
０
円
で
10
㌔
㌘
、

５
㌔
㌘
の
東
川
米
が
当
た
る

東
川
米
く
じ
引
き
も
大
好
評
。

約
２
時
間
で
完
売
し
ま
し
た
。

　

農
協
女
性
部
の
「
か
あ
ち
ゃ
ん
食
堂
」
青

年
部
の
「
男
の
ぶ
っ
か
け
そ
ば
」
コ
ー
ナ
ー
、

旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
出
張
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
、
会
場
内
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
は
ど
こ
も
大

入
り
満
員
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

塩
野
絵
美
、蔵
本
葵
選
手
ら
合
宿
で
鋭
気
〜
蔵
本
選
手
念
願
の
優
勝

塩
野
絵
美
、蔵
本
葵
選
手
ら
合
宿
で
鋭
気
〜
蔵
本
選
手
念
願
の
優
勝

ひ
だ
ま
り
の
里
で
敬
老
会

ひ
だ
ま
り
の
里
で
敬
老
会

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ベ
ト
ナ
ム
へ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ベ
ト
ナ
ム
へ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ベ
ト
ナ
ム
へ

今年も大好評！　新米キャンペーン
（道の駅・道草館前）

合宿練習中の塩野、蔵本両選手＝左
が見事インカレ優勝した蔵本選手

大勢詰め掛けた「ひがしかわサラダ」の
直売コーナー
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

　

９
月
10
日
、
ノ

カ
ナ
ン
の
「
野
鳥

の
森
」
で
町
内
小

学
生
が
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。

　

町
内
の
東
川
小
、

東
川
第
一
小
、
同

第
二
小
の
３
校
か

ら
児
童
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
用
意
し
た
苗
は
ナ
ナ

カ
マ
ド
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
、
ア
オ
ダ
モ
、
ケ

ヤ
キ
ハ
ン
ノ
キ
、
ズ
ミ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ラ

カ
バ
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

な
ど
31
樹
種
。
流
域
の
自
然
林
で
見
ら
れ
る

一
般
的
な
木
々
で
、
な
る
べ
く
自
然
に
近
い

森
に
戻
そ
う
と
い
う
の
が
狙
い
で
す
。

　

植
え
た
の
は
５
０
０
本
。
児
童
２
、
３
人

ず
つ
一
組
に
な
っ
て
、
１
カ
所
に
10
種
ず
つ

の
小
さ
な
苗
木
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

「
生
態
的
混
播
（
ぱ
）
」
と
呼
ば
れ
る
混
植

手
法
で
、
こ
の
中
か
ら
ど
れ
か
１
種
類
の
元

気
な
苗
が
大
き
く
育
つ
可
能
性
を
託
し
て
い

ま
す
。

　

東
川
小
、
第
二
小
で
は
、
授
業
の
中
で
苗

木
作
り
、
種
子
取
り
を
体
験
し
て
お
り
、
植

樹
へ
の
意
識
も
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

北
海
道
開
発
建
設
部
が
１
９
９
６
（
平
成

８
）
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
。
石
狩

川
流
域
に
一
人
1
本
、

３
０
０
万
本
の
木
を
植

え
よ
う
―
と
い
う
も
の

で
す
。
昨
年
ま
で
流
域

41
市
町
村
の
93
会
場
で

約
65
万
本
が
植
栽
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

石
狩
川
に
注
ぐ
忠
別

川
最
上
流
部
に
あ
た
り
、

戦
後
の
入
植
開
拓
農
地
の
跡
地
で
、
以
前
か

ら
何
回
か
植
樹
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
植
樹
は
４
年
目
の
取
り
組
み
。
３
０
０
万

本
植
樹
事
業
は
「
森
が
出
来
る
ま
で
に
30
年
、

３
０
０
万
本
の
木
を
植
え
る
ま
で
、
あ
と
50

年
」
と
い
う
息
の
長
い
取
り
組
み
だ
そ
う
で

す
。

し
っ
か
り
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
、
外
出
す
る

と
き
は
声
を
掛
け
合
う
運
動
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
」
と
改
め
て
注
意
を
喚
起
。
藤
田
会

長
は
「
交
通
安
全
運
動
は
、
事
故
が
起
き
な

い
時
に
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
大

事
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

一
同
は
、
祈
願
祭
に
続
い
て
道
道
旭
川
旭

岳
温
泉
線
の
道
路
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
か
ら
同
月
30
日
ま
で
行
わ
れ
た

全
国
一
斉
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
先
立
っ
て
、

町
交
通
安
全
協
会
（
藤
田
裕
三
会
長
）
は
９

月
17
日
、
東
川
駐
在
所
横
の
「
交
通
安
全
の

碑
」
で
秋
の
交
通
安
全
運
動
祈
願
祭
を
行
い

町
内
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

町
交
通
安
全
指
導
員
、
町
内
各
団
体
か
ら

約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
松
岡
市
郎
町
長

は
「
再
び
悲
惨
な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、

　

東
町
１
、
小
坂
清

さ
ん
（
75
）
宅
で
栽

培
し
て
い
る
サ
ボ
テ

ン
か
ら
一
挙
に
８
つ

も
の
花
が
開
花
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
開
花

を
待
っ
て
い
る
つ
ぼ

み
も
２
つ
あ
り
「
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
」

と
び
っ
く
り
。
栽
培
を
始
め
て
18
年
目
で
鈴

な
り
に
開
花
し
た
花
の
見
事
さ
に
感
嘆
し
て

い
ま
す
。

　

開
花
し
た
の
は
９
月
15
日
ご
ろ
。
夜
半
か

ら
咲
き
始
め
た
の
だ
そ
う
で
す
。
３
年
前
か

ら
１
輪
、
２
輪
と
咲
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
が
、
８
輪
も
の
花
を
つ
け
た
の
は
初
め

て
。
「
な
ぜ
こ
ん
な
に
咲
い
た
の
か
分
か
ら

な
い
が
、
思
い
当
た
る
と

知
れ
ば
、
今
年
と
げ
の
先

端
を
切
っ
た
か
ら
か
な

あ
」
。

　

こ
の
サ
ボ
テ
ン
の
名
前

は
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い

そ
う
で
す
。
18
年
前
、
当

時
町
立
病
院
長
だ
っ
た
岩
島
敏
勝
医
師
か
ら

親
指
大
の
小
さ
な
つ
ぼ
み
を
分
け
て
も
ら
い
、

大
事
に
育
て
て
き
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

大
輪
の
真
っ
白
い
花
は
、
中
央
部
に
は
薄

い
ク
リ
ー
ム
色
の
め
し
べ
と
花
弁
が
あ
り
、

う
っ
す
ら
と
香
り
た
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
系

の
匂
い
を
思
わ
せ
る
上
品
な
香
り
で
引
き
付

け
て
く
れ
ま
す
。

自
慢
の
サ
ボ
テ
ン
に
大
輪
の
花
が
満
開

自
慢
の
サ
ボ
テ
ン
に
大
輪
の
花
が
満
開

無
事
故
願
っ
て
秋
の
交
通
安
全
祈
願
祭

無
事
故
願
っ
て
秋
の
交
通
安
全
祈
願
祭

野
鳥
の
森
で
今
年
も
植
樹

野
鳥
の
森
で
今
年
も
植
樹

Pinky’s ThougtsPinky’s ThougtsPinky’s Thougts
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自
慢
の
サ
ボ
テ
ン
に
大
輪
の
花
が
満
開

無
事
故
願
っ
て
秋
の
交
通
安
全
祈
願
祭

野
鳥
の
森
で
今
年
も
植
樹

Pinky’s ThougtsPinky’s ThougtsPinky’s ThougtsPinky’s ThougtsPinky’s ThougtsPinky’s ThougtsPinky’s Thougts新
　JETプログラムの英語指導助手（ALT）として、8月からジョリーン・ヘルガソンさんが
来町しました。町内の小、中学校ではジョリーン先生の英語の授業がスタートしました。
このコーナーもジョリーンさんの新コラムが装い新たにスタートです。楽しいコラムを読
みながら、英語のいろいろな表現の仕方も楽しみましょう。

Hello Higashikawa!
My name is Jolene Helgason and I am the new 
ALT in Higashikawa! Like the ALTs before me, I 
am also from Alberta, Canada. My hometown, 
the Crowsnest Pass, is about 2 hours south of 
Calgary, nestled in the majestic Rocky Moun-
tains. My hobbies include travelling, Karaoke, 
Print Club, spending time with friends, watching 
movies, playing Wii, scrapbooking and going to 
Curves. While I am new to Hokkaido, I am not 
new to the ALT position – I worked as an ALT 
for 3 years in Ibusuki, Kagoshima. When I heard 
that I was coming to Hokkaido, I was pleasantly 
surprised because although I lived in Japan 
before, this time I get to experience a very differ-
ent area. In my 3 years in Kagoshima, it only 
snowed twice and none of it stuck on the ground 
but I hear that it is very much the opposite here!
I am looking forward to learning more about the 
Japanese language and Japanese culture – I am 
especially interested in doing Taiko! Since I have 
arrived, everyone has been very kind and I am 
really looking forward to getting to know the 
town, the people and Hokkaido as a whole. Feel 
free to stop to chat and if you aren’t sure what to 
talk about, here’s a hint: I love Hello Kitty!

東川町のみなさん　こんにちは！
　ジョリーン・ヘルガソンと申します。ALT
（英語指導助手）として東川町に来ました。こ
れまでのALTと同様、カナダのアルバータ州出
身です。カルガリーから南へ２時間、威厳あふ
れるロッキー山脈にあるクロウズ・ネスト・パ
スという町から来ました。趣味は旅行、カラオ
ケ、プリクラ、友だちと遊ぶこと、映画鑑賞、
Wii（テレビゲーム機）、切り抜き、カーブス
（女性用フィットネス）などなど。北海道へ来
るのは初めてですが、ALTの仕事は2度目です。
鹿児島県指宿に3年間いました。今度の勤務地
が鹿児島とはまたとても違う北海道に決まった
と聞いたときは、うれしい驚きでした。鹿児島
にいた3年の間には雪はたった2回しか降りま
せんでしたし、積もることもありませんでした。
こちらはかなり違うようですね。これからさら
に日本の言葉や文化を学べることが楽しみです。
特に太鼓に興味があります。来町以来、皆さん
にとても親切にしていただいています。今後も
町のことや町民のみなさん、そして北海道のこ
とを知るのが楽しみでなりません。ぜひ気軽に
おしゃべりしましょう。何を話題にしていいか
分からない、という人にはヒントを差し上げま
す。実はキティーちゃんが大好きです。

（訳：宮地晶子）

　「ジョリーン」と聞いて、反射的に「ジョリーン、ジョリーン、ジョリーンジョリーン（♪）」
と歌った人はいませんか。これはドリー・パートン、のちにオリビア・ニュートンジョンが歌って
大ヒットした曲です。実は彼女の名前はこの歌に由来しています。
　ジョリーンがお腹に宿ったとき、ヘルガソン家にはすでに女の子が４人いました。その４姉妹が
「お願いだから、次の赤ちゃんの名前はジョリーンにして」とお母さんに言ったのだそうです。
　それもそのはず。上の４人のお姉さんの名前は「Jerilyn」「Joni」「Jackie」「Janelle」。なんと
みんな「Ｊ」で始まる名前なのです。「イニシャルがみんな一緒だと混乱しない？」とたずねると
「ミドルネームがあるから大丈夫」とのことでした。
　彼女の出身町「クロウズネスト・パス」は、日本語で「カラスの巣峠」の意味です。ゴルフ場で
カラスがボールをくわえて逃げたら、ペナルティーなしでボールを追加できる特別ルールがある、
というほどカラスが多いそうです。
　コラムのタイトル「Pinky’s Thoughts」ですが、ジョリーンはピンク色が好きで、友だちから「ピ
ンキー」と呼ばれているそうです。そこで「ジョリーンが思ったこと」という意味を込めているそ
うです。

【ちょっと豆知識】宮地晶子
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経
営
は
水
田
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
そ
の
う

ち
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
加
工
米
出
荷
で
す
。

米
作
り
一
筋
50
年
の
キ
ャ
リ
ア
。
町
内
農

家
が
冷
夏
に
苦
し
ん
だ
昨
年
も
出
荷
米
は

全
量
１
等
米
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
年
の

異
常
な
暑
さ
の
年
で
も
、
１
等
米
を
作
り

続
け
て
き
た
経
験
が
米
作
り
に
生
き
て
い

ま
す
。

　
高
校
を
卒
業
し
た
当
時
、
園
芸
作
物
作

り
へ
の
こ
だ
わ
り
で
、
米
作
農
業
に
反
発

し
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し

今
で
は
良
い
米
作
り
へ
の
思
い
入
れ
が
ひ

と
し
お
。

　
「
長
い
間
に
は
、
収
穫
期
に
雪
が
２
回

降
っ
て
稲
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
１
回
だ
け
加
工
米
で
２
等
米

出
荷
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ

以
外
は
全
量
１
等
米
出
荷
を
続
け
て
き
た
」

と
い
う
自
信
に
裏
打
ち
さ
れ
た
米
作
り
が

身
上
で
す
。

　
今
悩
ん
で
い
る
の
は
今
後
の
経
営
。

「
続
け
て
も
75
歳
く
ら
い
ま
で
か
な

あ
…
」
。
道
子
さ
ん
は
横
か
ら
「
早
く
辞

め
て
ほ
し
い
ん
だ
け
れ
ど
…
」
。

　
世
界
各
国
を
旅
行
し
て
ビ
デ
オ
撮
影
を

す
る
の
が
趣
味
。
「
九
州
に
は
行
っ
た
こ

と
が
な
い
か
ら
、
一
度
行
っ
て
こ
な
き
ゃ

あ
、
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
」
。

　
「
今
年
は
い
も
ち
病
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
な
ん
と
か
良
い
米
が
取
れ
た
。
な
ら

す
と
反
当
た
り
（
10
㌃
当
た
り
）
９
俵

（
１
俵
は
60
㌔
㌘
）
。
春
先
に
天
気
が
悪

か
っ
た
け
れ
ど
７
月
か
ら
高
温
が
続
い
た

か
ら
ね
」
。

　
９
月
７
日
、
今
年
の
町
内
で
一
番
の
新

米
出
荷
に
な
り
ま
し
た
。
出
荷
し
た
「
ほ

し
の
ゆ
め
」
は
全
量
１
等
米
。
「
水
分
量

は
ピ
タ
ッ
と
15
％
に
仕
上
げ
た
し
、
良
い

米
だ
」
と
言
う
と
お
り
、
タ
ン
パ
ク
含
有

量
「
６
・
８
％
以
下
」
基
準
を
楽
々
ク
リ

ア
し
て
６
・
５
％
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
量

19
・
８
％
と
最
高
ラ
ン
ク
。
町
内
で
最
も

早
い
出
荷
完
了
で
今
年
も
全
量
１
等
米
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
今
年
は
暑
か
っ
た
。
だ
か
ら
お
盆
過

ぎ
ま
で
田
ん
ぼ
の
水
は
一
回
も
切
ら
な
い

で
中
干
し
も
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
砕
け

米
は
な
い
、
と
思
う
ね
。
良
い
年
、
に
期

待
膨
ら
む
ね
」
。

　
「
う
ち
は
適
期
刈
り
取
り
を
す
る
か
ら

刈
り
入
れ
が
早
い
。
そ
れ
で
は
収
量
が
減

る
、
と
い
う
人
も
い
る
け
れ
ど
、
収
量
よ

り
も
品
質
だ
も
ん
な
ぁ
」
。
増
築
改
良
し

た
納
屋
で
は
、
２
台
の
高
性
能
ラ
イ
ス
グ

レ
ー
ダ
ー
が
威
力
を
発
揮
す
る
季
節
で
す
。

◇

今
、生
き
生
き
と

　

米
作
専
業
農
家
と
し
て

米
作
り
一
筋
に
こ
だ
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
「
自
信
の

あ
る
米
で
な
き
ゃ
あ
…
」

と
い
う
米
作
り
へ
の
地
道

な
情
熱
が
、
各
地
で
評
価

の
高
い
東
川
米
を
支
え
て

い
ま
す
。
自
分
が
自
ら
納

得
で
き
る
米
作
り
―
。
こ

の
ひ
た
む
き
さ
が
東
川
米

の
お
い
し
さ
の
秘
密
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

3737

農
業　
　

永
谷　

哲
也
（
な
が
た
に　

て
つ
や
）
さ
ん

旧母屋の納屋を改造したライス乾燥所今年の第1号出荷を記念して
（農協米検査所前で）

「
精
粒
歩
合
は
果
た
し
て
？
」と
出
荷
米
の
検
査（
農
協
米
検
査
所
）

永
谷
さ
ん
の
第
１
号
初
出
荷
米
検
査

（
農
協
米
検
査
所
で
）

永谷　哲也さん／農業／21区
東川町出身、73歳。道立永山農業高校（現旭川農業高校）卒。園芸科だったので、当初は園芸作物の栽培農業をしたかったそうです。卒業後、実家で農業を
継ぎ、以来米作農家。２人姉妹のお子さんはすでに独立し、長女（46）は米国ロサンゼルス在住。妹（43）は旭川市内に在住。現在は妻の道子さん（69）と2人
住まい。（関連は4ページ）

ながたに　てつや
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先
日
、
消
防
職
員
の
結
婚
披
露
宴
が
あ
り
、

お
祝
い
の
席
上
「
女
房
（
に
ょ
う
ぼ
う
）
、
消

防
（
し
ょ
う
ぼ
う
）
は
、
水
や
空
気
、
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
な
も
の
」
と
申
し
上
げ

た
。
「
お
め
で
た
い
席
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
と
は
な
ん
で
す
か
」
と
隣
席
の
お
ば
ち
ゃ
ん

か
ら
お
叱
り
を
受
け
て
し
ま
っ
た
が
…
。

　

硬
い
雰
囲
気
を
和
ら
げ
る
つ
も
り
で
、
最
も

大
切
な
も
の
に
気
が
つ
か
な
い
で
い
る
こ
と
が

な
ん
と
多
い
こ
と
か
、
と
言
い
た
か
っ
た
。
女

房
は
家
庭
に
幸
せ
を
運
ぶ
〝
カ
ミ
（
神
、
上
）

さ
ん
〞
、
消
防
は
住
民
に
万
が
一
の
時
に
幸
せ

を
守
る
大
切
な
も
の
、
〝
神
さ
ま
〞
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
か
な
か
日
常
の
生

活
の
中
で
は
「
水
や
空
気
と
同
様
に
有
り
難
さ
」

に
は
気
が
つ
き
に
く
い
。
で
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
は
？　

ト
イ
レ
に
カ
ミ
（
紙
）
が
な
か

っ
た
ら
…
と
考
え
る
と
〝
大
切
な
カ
ミ
〞
、
あ

り
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

あ
る
人
い
わ
く
「
幸
福
を
運
ぶ
も
の
は
す
べ

て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
だ
」
。
そ
れ
は
機
能

的
な
日
本
語
に
訳
す
る
と
「
福
（
拭
く
）
の
神

（
紙
）
」
だ
か
ら
そ
う
で
あ
る
。

　

「
雪
は
天
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
で
あ
る
」
と

表
現
し
た
雪
の
科
学
者
、
随
筆
家
の
中
谷
宇
吉

郎
氏
（
故
人
）
は
、
一
方
で
「
災
害
は
忘
れ
た

こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
を

残
し
て
い
る
。

　

8
月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
大
雪
山
付

近
に
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
予
想
も

し
な
い
被
害
が
発
生
し
た
。
１
９
７
５
（
昭
和

50
）
年
以
来
35
年
ぶ
り
の
豪
雨
で
、
災
害
は
私

た
ち
の
中
か
ら
か
つ
て
の
記
憶
が
消
え
て
し
ま

っ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
た
。
し
か
し
、
当
時
と

ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
2
つ
あ
る
。

　

1
つ
は
、
今
回
は
短
時
間
で
80
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
か
ら
１
３
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
も
の
集
中

豪
雨
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

2
つ
目
は
、
同
じ
被
害
で
も
忠
別
ダ
ム
の
上

流
域
と
下
流
域
で
は
様
相
が
ま
っ
た
く
異
な
っ

て
い
る
。

　

上
流
域
で
は
道
路
損
壊
、
電
柱
倒
伏
、
電
話

線
断
線
、
樹
木
倒
壊
・
流
出
な
ど
、
被
害
の
甚

大
さ
は
前
回
と
同
じ
で
あ
る
が
、
下
流
域
で
は

忠
別
川
の
水
は
濁
っ
て
は
い
る
が
何
事
も
な
か

っ
た
か
の
よ
う
に
流
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

も
し
忠
別
ダ
ム
が
な
か
っ
た
ら
、
市
街
地
住

民
の
避
難
誘
導
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ

た
。
今
考
え
る
と
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。
そ
し
て

上
川
総
合
振
興
局
の
動
き
が
早
い
。

　

日
常
、
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る
と
大
切
な
も

の
の
あ
り
が
た
さ
を
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。
も
う

一
度
、
私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
大
切
な
も
の
を

確
認
し
、
感
謝
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。
返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。
返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館
新刊図書・ビデオ 案内
文化交流館
新刊図書・ビデオ 案内

大
切
な
も
の
、有
り
難
い
も
の
に
感
謝

俳　

句

遺伝子を研究する兄「泉水」と、自分が
ピカソの生まれ変わりだと思っている弟
「春」。穏やかに暮らす２人の家族には、
過去つらい出来事があった。その記憶を
抱えて兄弟が大人になった時、連続放
火事件と火事を予見するような謎の落
書きが出現する。すべての謎が解ける
時、24年前から今へとつながる家族の秘
密が明らかとなる。（119分）

「ぼくはサッカーが好き。でも“へたっぴい”
なんだ。転がってきたボールを蹴ったら、変
な方向に飛んでった。追いかけていくと、大
変！　ねこにボールを奪われた」。さらには赤
ちゃんを連れたおばさん、さかなやさんと、
次から次へとボールが蹴られ、ついにはスタ
ジアムへ。最後にゴールするのはだれ!?

第2次大戦前から戦中、戦後にかけて、東
京山の手にある中産階級の赤い屋根の家
で女中として奉公していた「タキ」が、思い
出を残そうと、この家族について晩年に回
想する。やさしい旦那さまと美しい奥さま。
そして、自分を慕う坊ちゃまに囲まれ、穏や
かに過ごした日々は、1人の青年の登場に
よって少しずつ変化し始める。第143回直
木賞受賞作。

重
力
ピエロ

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ア
ス
ミ
ッ
ク
・
エ
ー
ス

小
さいお
う
ち（
一
般
書
）

著
／
中
島
京
子　
刊
／
文
藝
春
秋

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています
文化交流館では、図書室に所蔵されていない本や映画ＤＶＤのリクエストを
随時受け付けています。ご希望の本、映画ＤＶＤがありましたら、司書カウン
ターに備え付けてある申し込み用紙に名前をご記入の上お知らせください。
ご希望の図書は新たに購入、または他地域の図書館から取り寄せ、できるだ
けじん速に対応します。ただし映画ＤＶＤは、著作権の関係上すべてのご要
望に応えられない場合がありますのでご了承ください。調べもの、図書室に
関する質問もお受けしています。交流館職員までお気軽にご相談ください。

ゴー・ゴー・ゴール！（絵本）
作／さこんらんこ　絵／かべやふよう
刊／フレーベル館
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実りの秋の朝に
　全国的に有名な大雪山の紅葉。旭岳・姿見の池周辺はロー
プウェーで行ける手軽さが人気で、秋の連休前後にはテーマ
パークのようににぎわいます。比較的静かな朝、仕事前のひ
とときのうちに、記録写真を撮りながら歩くのが好きです。
　雪の気配も感じられる冷たい空気ですが、晴れた日は斜め
に射す朝日に少しぬくもりがあります。山ろくの平地は、一
面稲穂の色をしています（朝起きて、部屋の窓から見た色と
同じ）。向こうに連なる丘も実りの作物の色。
　登山道沿いではハイマツや高山植物が多くの種子をつけ、
小さなエゾシマリスがそれを集めています。エゾシマリスを
かわいらしいと感じる人は多いと思いますが、エゾシマリス
から見ると、人間は大きくて怖い生き物かもしれません。向
こうから親しみを感じて近づいてくれることはなさそうです。
　でも、少し距離をおいて、それぞれの仕事をすることは可
能だと思っています。私はクサモミジにカメラを向けながら
リスを横目で見、相手もこちらの動向をなんとなくうかがい
ながら、種子を集めている様子です。思わずリスのほうに顔

手
を
と
り
て
秋
草
の
山
共
白
髪

誰
か
い
る
気
配
た
だ
よ
う
草
の
花

踏
み
分
け
て
色
に
迷
い
ぬ
秋
の
草

文
字
摺
草
小
さ
き
花
の
い
と
ほ
し
や

虫
の
夜
の
叢
に
聞
く
も
の
が
た
り

見
へ
て
い
て
見
へ
な
き
神
の
不
知
火
か

田
の
畦
に
刈
り
機
が
残
す
草
の
花

秋
草
や
撓
み
返
し
て
元
の
丈

水
打
っ
て
子
の
長
き
脛
と
び
は
ね
る

萩
一
つ
咲
き
初
め
し
道
友
が
逝
く

一
瞬
に
機
影
の
み
込
む
鰯
雲

海
に
展
ぶ
秋
草
の
野
や
牛
一
つ

風
の
中
み
ぎ
に
ひ
だ
り
に
紫
苑
か
な

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
露　
葉

青　
野　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。
返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館
新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

を向けて目が合ってしま
うと、相手は一瞬動きを
止めてこちらを凝視しま
す。驚いたように逃げて
しまう時は、食料集めの
邪魔をして申し訳ない気
持ちになります。
　野生のエゾシマリスの
寿命は、捕食、病気など
の理由で、飼育している場合よりも短く、４歳以上になる個
体は少ないそうです。「今朝見た個体はこの冬で何度目の冬
眠なのだろう」とつい思ってしまいます。
　彼らが毎日を精一杯生きているのは人間に見られるためで
はない、と理屈では分かっているのですが、朝日の中で出遭
うと、このまましばらく見ていたいという思いが生まれます。
　十分に餌を蓄え、無事に冬眠の巣穴に入ることができると、
冬ごもり中の死亡率は低いそうです。この秋に見たエゾシマ
リスと来春も遭えるかもしれません。「今日もお互いがんば
ろうね」。一方的に心の中でエールを送ったりしています。
　９月、初雪と前後して紅葉の葉が落ち始めます。
10月、姿見は雪が積もっては解ける繰り返し。月末にはあた
り一面すっかり雪に覆われ、ナナカマドの赤い実が枝に残り
ます。

旭岳ビジターセンター　田 上 千 尋 （イラストも）

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句
▲

エ
ゾ
シ
マ
リ
ス
＝
秋
は
口
の
中
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
物
を
入
れ
た
り
、
く
わ
え
て
運
ん
だ
り
し
て
い
る

　

〝
変
顔
〞
が
見
ら
れ
ま
す
。
人
間
に
よ
る
餌
付
け
（
餌
や
り
）
が
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
さ
む
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し　

ら　

ぬ　

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

た
わ

　
　
　
　
　
　
　

の
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク

で
な
い
方
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

運
動
強
度
は
60
歳
代
く
ら
い
ま
で
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
（
金
）
午
前
９
時
半

　

〜
正
午

会 場 旭川がん検診センター
（保健福祉センターからバス送迎）

保健福祉センター
（旭川厚生病院が実施）

そ の 他
○特定健診を受診される方は、健診当日特定健診受診券、健康保険証、健診
　料金が必要です。
○農協正組合員とその家族、准組合員の方は、後日農協から自己負担額に対
　して助成があります。申し込み時にお申し出ください。

お申し込み 広報と一緒に配布するチラシの申込書に必要事項を記入、保健福祉課保健指
導室へ（要予約）

対 象 者

＜特定健診＞
　特定健診受診券をお持ちの
　①30歳から74歳までの町民で国民健康保険加入者
　（特定健診受診券は4月末に大雪地区広域連合から配布済み） 
　②40歳から74歳までの町民で①以外の医療保険の被保険者（厚生病院、が
　　ん検診センター受診可能かを事業主などにお問い合わせください）
＜がん検診＞
　30歳以上の町民（23年3月31日現在の満年齢）
　※子宮がん検診は20歳以上の女性の町民

検 査 項 目
料 金

＜特定健診＞
　身体測定、腹囲測定、血圧測定、尿検査、問診、血液検査、医師診察、心電図検査
　＝各医療保険によって検査項目、料金が異なります（国民健康保険加入者は旭
　川厚生病院736円、旭川がん検診センター878円）
〈がん検診〉
○旭川厚生病院、旭川がん検診センターの両方で実施
　胃がん……胃バリウム検査（1,500円）
　大腸がん…便の潜血検査（700円）
　肺がん……胸部レントゲン検査（500円）
○旭川がん検診センターのみで実施
　乳がん…視触診、マンモグラフィー
　　　　　（50歳未満1,900円、50歳以上1,600円）
　子宮頚（けい）がん…頚部細胞診（1,500円）、超音波検査（500円）
　子宮体部…必用な方のみ（700円）
　肺ヘリカルＣＴ…50歳以上の方（2,400円　同意書が必要）
　※国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者は、上記金額の半額（喀痰（か
　　くたん）検査、子宮超音波検査は除く）

実 施 日 11月10日（水）、11日（木） 11月9日（火）、30日（火）
12月10日（金）

締 め 切 り 10月27日（水）まで 希望日の２週間前まで

時 間 午前7時～同9時
（30分ごとに受け付け）

午前7時50分までに保健福祉
センターに集合

旭川厚生病院、旭川がん検診センターの特定健診、がん検診お知らせ

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
２
２
２
）

10
月
４
日「
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
」

の
予
約
ス
タ
ー
ト

　

北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会
が
主
催
し

て
無
料
法
律
相
談
会
を
開
き
ま
す
。
相

続
問
題
、
借
金
問
題
な
ど
、
弁
護
士
が

さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

道
内
１
７
９
市
町
村
の
う
ち
法
律
事

務
所
が
な
い
１
５
０
市
町
村
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時
〜

　

同
４
時
ま
で

場
所　

役
場
３
階
第
３
会
議
室

相
談
料　

無
料
（
要
予
約
）

予
約
開
始　

10
月
４
日
（
月
）
か
ら

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
は
社
会
福
祉
室
（
内
線

５
０
３
）
、
健
康
の
こ
と
は
保
健
指
導

室
（
内
線
５
０
５
、
５
０
６
、
５
０
７
）

ノ
ル
ディ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キン
グ
教
室
に

ど
う
ぞ

　

歩
き
な
が
ら
健
康
を
保
持
し
、
運
動

不
足
解
消
に
効
果
的
な
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
ご
存
知
で
す
か
？　

上
川
保
健
所
か
ら
講
師
を
招
い
て
教
室

を
開
き
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
Ｏ
Ｋ
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
ポ
ー
ル
を
お
持
ち

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
団
検
診

　

室
に
集
合
（
実
技
は
戸
外
の
予
定
）

募
集　

40
人
程
度

締
め
切
り　

11
月
15
日
ま
で
（
保
健
指

　

導
室
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

内
容　

①
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
の
基
礎
、
基
本
動
作
の
講
義
と
実

　

技
②
じ
ょ
う
ず
に
続
け
る
た
め
の
ポ

　

イ
ン
ト

持
ち
物　

手
袋
（
厚
手
過
ぎ
な
い
も

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

２
）
、
住
宅
の
こ
と
は
住
ま
い
室
（
内

線
１
１
６
、
１
１
７
）

ご
存
知
で
す
か「
障
害
基
礎
年
金
」と

「
寡
婦
年
金
」制
度

〔
障
害
基
礎
年
金
〕

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
が
、
加
入
期

間
中
に
初
診
日
が
あ
る
病
気
、
け
が
な

ど
で
障
害
の
状
態
に
な
る
と
、
「
障
害

認
定
日
」
（
初
診
日
か
ら
１
年
６
カ
月

を
経
過
し
た
日
、
ま
た
は
そ
の
期
間

内
に
症
状
が
固
定
し
た
日
）
に
お
い
て

「
障
害
等
級
１
級
ま
た
は
２
級
」
に
該

当
し
た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
「
初
診
日
の
前
日
」
に
お
い

て
、
「
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
」
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

「
保
険
料
納
付
済
期
間
と
免
除
期
間

▼
申
告
方
法　

10
月
１
日
付
け
で
町
内

行
政
区
に
調
査
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

所
定
の
用
紙
に
記
入
の
上
、
班
ご
と
に

行
政
区
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
行

政
区
を
経
由
し
な
い
時
は
、
役
場
税
務

課
窓
口
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
期
限　

11
月
8
日
（
金
）

▼
そ
の
他　

床
面
積
10
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
車
庫
、
物
置
も
固
定
資
産
の
対

象
で
す
（
壁
の
な
い
カ
ー
ポ
ー
ト
は
対

象
外
）
。

〔
住
宅
用
地
の
異
動
申
告
〕

　

税
負
担
軽
減
の
特
例
措
置
等
が
あ
り

ま
す
。
22
年
中
に
異
動
が
あ
る
場
合
は
、

23
年
１
月
末
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

①
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い
る
土

地
の
面
積
や
用
途
な
ど
に
異
動
が
あ
る

場
合
②
住
宅
用
地
か
ら
住
宅
用
地
以
外

の
土
地
に
変
更
す
る
場
合
③
住
宅
用
地

以
外
の
土
地
か
ら
住
宅
用
地
に
変
更
す

る
場
合

 

税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
収
納
室
☎

（
内
線
１
２
３
、
１
２
４
）

固
定
資
産
の
異
動
申
告
に
つい
て

　

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に
課
税
さ

れ
る
税
で
す
。
所
有
状
況
に
異
動
が
あ

る
時
は
申
告
、
届
け
出
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
中
に
家
屋
の
新
築
、
増
築
、

取
り
壊
わ
し
な
ど
が
あ
る
場
合
は
正
し

く
公
平
な
課
税
を
す
る
た
め
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
家
屋
の
異
動
申
告
〕

▼
対
象
と
な
る
家
屋　

22
年
１
月
１
日

か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
に
完
成
、
増

改
築
、
取
り
壊
わ
し
た
家
屋
（
予
定
含

む
）
。
役
場
に
建
築
確
認
申
請
等
を
提

出
済
み
の
家
屋
、
既
に
登
記
済
み
の
家

屋
等
を
除
き
ま
す
。

（
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
、
学
生
納
付

特
例
期
間
を
含
む
）
を
合
わ
せ
た
期
間

が
３
分
の
２
以
上
」
必
要
で
す
（
初
診

日
が
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前
に
あ
る

時
は
、
特
例
と
し
て
「
初
診
日
の
前
々

月
ま
で
の
直
近
の
１
年
間
」
に
保
険
料

の
未
納
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
）
。

　

20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け

が
に
よ
っ
て
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
方

は
、
「
障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
」

に
該
当
す
れ
ば
20
歳
か
ら
受
給
で
き
ま

す
（
障
害
認
定
日
が
20
歳
以
後
の
場
合

は
障
害
認
定
日
か
ら
）
。

　

た
だ
し
本
人
に
一
定
額
以
上
の
所
得

や
他
の
年
金
受
給
が
あ
る
場
合
、
支
給

が
制
限
さ
れ
ま
す
。

〔
寡
婦
年
金
〕

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

「
保
険
料
納
付
済
期
間
」
＝
保
険
料
を

納
め
た
月
数
（
免
除
期
間
を
含
む
）
＝

が
３
０
０
月
（
25
年
間
）
以
上
あ
る
夫

■東川町役場　　　　
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■東川町社会福祉協議会
■大雪消防組合東消防署
■道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
10
年
以
上
婚
姻

関
係
が
継
続
し
て
い
て
、
夫
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
に
対
し
て
、

「
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間
」
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

年
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保
険
者

期
間
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た
老
齢
基

礎
年
金
額
の
「
４
分
の
３
」
で
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
障
害
基
礎

年
金
の
受
給
権
者
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る

場
合
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
た

場
合
、
妻
自
身
が
老
齢
基
礎
年
金
の
繰

り
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の
両
方
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
ど
ち
ら

か
一
方
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
年
金
事
務
所
☎

27
―
１
６
１
１

の
）
、
防
寒
着
（
動
き
や
す
く
雨
天
で

も
耐
え
ら
れ
る
も
の
）
、
帽
子
（
防
寒

用
）
、
タ
オ
ル
（
汗
ふ
き
用
）
、
筆
記

用
具
、
飲
料
水

10月の行事

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比±

　
7,829人
3,720人
4,109人
3,273戸

6人
9人

20人
25人

　
8人）
2人）
6人）
0戸）

人口・世帯数　8月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

共生サロンオープニング（前10時、東町1）
第60回全道へき地複式教育研究大会上川プレ大会
（前9時半、第一小）

2日
15日

人のうごき　8月16日～9月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　

85歳
85歳
79歳
93歳
96歳
95歳

　
歳

　
行政区
17区
7南区
西町3丁目
10区
西町2丁目
28区

届出人
酒井　利久
小西　富夫
金野　照雄
石本　悟
吉田　孝志
内田　昌幸

おくやみ
亡き人
酒井　二三
小西　外江
金野　洋子
石本　コト
吉田　義光
内田　數雄

保健福祉課

　
父

真

智浩

守

崇志

英仁

　
母

みどり

映理子

香織

美波

寛子

　
行政区

17区西町
11区
1区
17区西町
東町1丁目

お 誕 生
生まれた子

五十嵐　渚紗

飯田　　央

森山　禅

高森　郁人

中竹　晴基

   いがらし　    なぎさ

  いいだ　りゅうおう

もりやま　 ぜん

たかもり　  いくと

なかたけ　  はるき
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

10月12日（火）～15日（金）

午後1時～同4時半

東川町立診療所

生後3カ月児～90カ月児

日 程

会 場

対 象 者

他の予防接種との接種間隔

受付時間

○ポリオ予防接種のお知らせ
　下記の日程でポリオ予防接種を行います。

○予診票は町立診療所にあります。
○母子手帳と住所の確認ができるものをご持
　参ください（健康保険証・乳幼児医療受給
　者証など）
○接種間隔等のお問い合わせは保健福祉課保
　健指導室☎（内線505、506、507）
○お子さんの体調の良い時に受けましょう。

保健福祉課

三種混合、インフルエンザ

6日間以上あける

麻しん・風しん混合
BCG、ポリオ

27日間以上あける

看
護
師
（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
東
川
町
立
診
療
所
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
採
用
試
験
日

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
臨
時
職
員
〕

採
用　

１
人

締
め
切
り　

10
月
25
日
（
月
）

資
格　

看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方
で

　

経
験
10
年
以
上
、
ま
た
は
看
護
師
長
、

　

主
任
等
の
経
験
の
あ
る
方

職
務
内
容　

外
来
、
入
院
患
者
の
看
護

　

処
置
業
務

勤
務　

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時

（
週
休
２
日
制
）

賃
金　

東
川
町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に

　

よ
る

雇
用　

12
月
１
日
〜
23
年
３
月
31
日

（
１
年
ご
と
の
更
新
、
ま
た
は
正
職

員
登
用
の
可
能
性
と
も
に
あ
り
）

提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
様
式

可
）
、
看
護
師
資
格
免
許
の
写
し

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
82
―
５
１
０
０

「
料
理
教
室
」を
開
き
ま
す 　

　

ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
日
本
な
ど
各
国

の
お
い
し
い
料
理
を
作
り
ま
す
。
家
庭

で
簡
単
に
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午
（
終
了
後　

会
食
）

に
来
ま
し
た
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
消

火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
売
り
つ

け
ら
れ
、
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る

被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
消
火
器
の
点
検
修
理
、

販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
悪
質
な
業
者

に
十
分
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

設
置
し
ま
し
た
か
？　
住
宅
用
火
災

警
報
器

　

皆
さ
ん
の
お
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
は
あ
り
ま
す
か
？　

既
存
住
宅
へ
の

設
置
義
務
期
日
は
来
年
６
月
１
日
で
す
。

　

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
つ
け
て
い

て
助
か
っ
た
」
と
大
き
な
火
災
に
見
舞

わ
れ
ず
に
済
ん
だ
と
い
う
事
例
が
各
地

か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
命

や
財
産
を
守
る
た
め
、
少
し
で
も
早
く

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

設
置
義
務
が
あ
る
の
は
寝
室
、
１
階

以
外
に
寝
室
が
あ
る
場
合
の
階
段
で
す
。

し
か
し
火
の
気
が
あ
る
台
所
、
ろ
う
そ

く
の
火
を
使
う
仏
壇
が
あ
る
部
屋
な
ど

に
も
設
置
す
る
と
、
火
災
予
防
に
さ
ら

に
効
果
的
で
す
。

 

町
立
診
療
所
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
東

川
町
立
診
療
所
☎
82
―
2
１
０
1

町
立
診
療
所
の
看
護
師
を
募
集
し
ま

す 　
　

国
民
健
康
保
険
東
川
町
立
診
療
所
は
、

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
（
託
児

　

あ
り
）

対
象　

子
育
て
中
の
ご
両
親
な
ど
（
保

　

護
者
対
象
）

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

締
め
切
り　

10
月
８
日

内
容　

「
米
粉
ｄ
ｅ
ア
ジ
ア
ン
」
（
米

　

粉
を
使
用
し
た
料
理
）

講
師　

川
邊
淳
子
さ
ん
（
道
教
育
大
学

　

教
育
学
部
旭
川
校
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ

　

き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

費
用　

食
材
料
費
６
０
０
円
程
度
（
当

　

日
講
師
に
支
払
い
）

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
も
も
ん
が
子

育
て
講
演
会
」

　

演
劇
を
通
し
て
表
現
す
る
こ
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
覚
え

ま
し
ょ
う
。
五
感
を
使
っ
て
表
現
す
る

楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

対
象　

ど
な
た
で
も

募
集　

20
組
程
度
（
要
予
約
）

締
め
切
り　

10
月
13
日

内
容　

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
表
現
の
楽
し

　

さ
を
体
験
し
ま
す

講
師　

富
良
野
演
劇
、
太
田
竜
介
工
場

　

長
「
よ
ち
よ
ち
教
室
」を
開
き
ま
す

　

零
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室
で

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
親
子
で
楽

し
く
遊
び
な
が
ら
、
お
友
達
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ

ん
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

10
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

対
象　

零
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

　

ん
募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
作
り
。
こ
ど
も
冨
貴

　

堂
、
福
田
洋
子
店
長
を
囲
ん
で
「
子

　

ど
も
の
こ
こ
ろ
を
育
て
る
絵
本
」
の

　

交
流
会

セン
タ
ー
ま
つ
り「
親
子
で
あ
そ
ば
ん

か
い
」

　

セ
ン
タ
ー
を
開
放
し
て
お
祭
り
を
し

ま
す
。
絵
本
作
家
、
堀
川
真
さ
ん
（
旭

川
在
住
）
を
招
い
て
楽
し
い
工
作
コ
ー

ナ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
綿
あ
め
な
ど
の
楽

し
い
出
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
親

子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。

日
時　

10
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容　

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
ゲ
ー
ム
コ
ー

　

ナ
ー
な
ど
の
出
店

対
象　

乳
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま

来
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
日
本
語
を
学
び

に
来
て
い
る
研
修
生
の
皆
さ
ん
に
、
日

本
文
化
の
良
さ
を
伝
え
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

　

台
湾
、
韓
国
対
象
の
語
学
研
修
事
業

は
今
年
で
２
年
目
。
６
月
末
か
ら
72
人

が
来
町
し
て
い
ま
す
。
12
月
ま
で
長
・

中
・
短
期
各
コ
ー
ス
別
に
北
海
道
環
境

福
祉
専
門
学
校
（
進
化
台
）
で
勉
強
し

て
い
ま
す
。

　

10
月
以
降
も
引
き
続
き
研
修
し
て
い

る
の
は
、
こ
の
う
ち
女
性
を
中
心
に
、

20
代
か
ら
30
代
の
14
人
。
町
民
の
皆
さ

ん
と
も
っ
と
交
流
し
よ
う
、
と
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

長
期
コ
ー
ス
で
研
修
し
て
い
る
方
た

ち
は
、
い
ず
れ
も
日
本
に
対
し
て
強
い

親
近
感
が
あ
り
、
日
本
を
も
っ
と
良
く

知
り
た
い
、
と
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
東
川
の
温
か
い
家
庭
的
雰
囲
気
を

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
自
家
用
車
、
公
共
交
通
機
関

の
バ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
ど
の
よ
う
に

移
動
し
て
い
る
か
を
調
べ
、
今
後
の
都

市
交
通
施
策
の
検
討
時
に
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
す
る
も
の
で
す
。
調
査
票
内

に
は
お
問
い
合
わ
せ
の
連
絡
先
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象　

無
作
為
抽
出
の
町
内
約
２
０
０

　

世
帯

調
査
方
法　

郵
送
す
る
調
査
票
の
簡
単

　

な
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
き
、
返
送

　

を
お
願
い
し
ま
す

調
査
内
容　

指
定
し
た
平
日
、
休
日
の

　

１
日
に
、
「
ど
ん
な
目
的
で
ど
こ
に

　

移
動
し
た
か
」
な
ど

調
査
主
体　

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発

　

局
開
発
調
整
課

 

教
育
振
興
室
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
教
育
振
興
室
☎
内

線
２
６
４
（
三
宅
、
田
中
）

  台
湾
、韓
国
の
語
学
留
学
生
を
ホ
ー

ム
ス
テイ
で
迎
え
よ
う　

　

町
内
で
語
学
研
修
し
て
い
る
台
湾
、

韓
国
か
ら
の
研
修
生
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

交
流
す
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

宿
泊
期
間
は
１
泊
２
日
（
期
日
は
未

定
）
。
交
流
を
通
じ
て
ま
だ
知
ら
な
い

台
湾
、
韓
国
の
文
化
を
知
る
こ
と
が
出

食
事
で
健
康「
栄
養
教
室
」 

　

不
適
切
な
食
事
の
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
」
を
柱
に
健
康
の
大
切
さ
を

考
え
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
材
料
で
調
理

実
習
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
、
味
付
け
な

ど
を
確
認
し
、
食
生
活
と
健
康
を
見
直

す
機
会
に
ど
う
ぞ
（
希
望
す
る
方
は
食

生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

対
象　

町
民
の
方

日
時　

10
月
20
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

「
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
パ
ー
ト
５
、

　

少
な
い
も
の
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
、

　

講
話
、
調
理
実
習
、
試
食
（
希
望
者

　

に
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
食
材
料
の
一
部
１
０
０
円
を

　

負
担
）

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
公
共
施
設
管
理
室

（
内
線
２
３
１
、
２
３
８
）

  全
国
都
市
交
通
特
性
調
査
に
協
力
く

だ
さ
い　

　

全
国
各
地
の
都
市
交
通
の
特
性
や
経

年
変
化
を
把
握
す
る
た
め
、
国
土
交
通

省
が
10
〜
11
月
に
か
け
て
全
国
70
市
60

町
村
で
人
の
動
き
に
関
す
る
交
通
実
態

ぜ
ひ
経
験
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

 

東
消
防
署
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
大
雪
消
防
組
合
東

消
防
署
☎
83
―
０
１
１
９

  「
消
し
た
か
な
」あ
な
た
を
守
る
合
言

葉
―
秋
の
火
災
予
防
運
動 　

　

10
月
15
日
（
金
）
か
ら
同
月
31
日

（
日
）
ま
で
、
全
道
一
斉
「
秋
の
火
災

予
防
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

『
「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守

る　

合
言
葉
』
が
テ
ー
マ
で
す
。
朝
夕

の
冷
え
込
み
に
伴
っ
て
ス
ト
ー
ブ
な
ど

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な

る
季
節
で
す
。
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

際
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
十
分
注
意

し
、
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

火
災
予
防
期
間
中
、
消
防
団
員
が
ご

家
庭
の
防
火
広
報
に
う
か
が
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
暖
房
器
具
使
用
の
注
意
〕

①
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
整
備
。

②
カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
物
の
近

　

く
、
物
が
落
下
す
る
危
険
の
あ
る
場

　

所
で
使
用
し
な
い
。

③
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
、
移
動
を
絶

　

対
に
し
な
い
。

④
外
出
時
、
就
寝
時
に
は
完
全
消
火
を

　

確
か
め
て
。

⑤
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
の
灯
油
ス
ト
ー
ブ

　

は
、
燃
料
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
完
全
に

　

閉
め
ま
し
ょ
う
。◇

　

悪
質
な
訪
問
販
売
が
な
く
な
り
ま
せ

ん
。

　

事
業
所
や
家
庭
を
訪
問
し
、
「
消
防

署
の
ほ
う
か
ら
消
火
器
の
修
理
、
点
検

　

で
の
親
子

リ
ズ
ム
教
室「
か
ら
だ
で
音
楽
を
楽
し

も
う
♪
」

　

音
楽
を
か
ら
だ
全
身
で
感
じ
て
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
29
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

対
象　

１
歳
６
カ
月
以
上
の
お
子
さ
ん

　

と
保
護
者

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
、
先
着
順
）

内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し

　

ま
す

講
師　

元
カ
ワ
イ
音
楽
教
室
、
大
泉
千

　

晶
さ
ん

 

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
農
業
委
員
会
事
務

局
（
内
線
１
３
3
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）

を
実
施
し
ま
す 　

　

優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
と
農
地
の

遊
休
化
防
止
の
た
め
、
10
月
８
日
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
と
新
農
地
法
第
30
条
に
基

づ
く
農
地
の
利
用
状
況
調
査
（
遊
休
農

地
等
調
査
）
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
現
地
立
ち
入
り
に
つ
き
ま
し
て
皆

さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

調
査
の
際
に
立
会
い
は
必
要
あ
り
ま

●　

●　

●　

●
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各種大会成績

吉田豊彦監督（上段左から３番目）と
東川町水泳少年団の団員、指導者の
皆さん

▲

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

警
旭
川
方
面
本
部
管
内
に
９
地
区
あ
り
、

そ
の
中
で
唯
一
、
初
の
受
賞
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

東
川
地
区
協
議
会
の
少
年
補
導
員
は

現
在
７
人
。
祭
事
や
ど
ん
と
こ
い
祭
り

な
ど
の
催
し
時
に
、
町
防
犯
協
会
の
会

員
と
一
緒
に
補
導
指
導
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
活
動
ぶ

り
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

わ
ジ
ュ
ニ
ア
が
準
優
勝
し
、
９
月
19
日

の
全
道
大
会
（
深
川
市
）
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

決
勝
戦
は
永
山
西
ラ
ビ
ッ
ト
（
旭
川
）

と
対
戦
し
「
０
―
２
」
で
惜
し
く
も
優

勝
を
逃
し
ま
し
た
。

全
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参
加
チ

ー
ム
を
募
集
し
ま
す

東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

第
24
回
全
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を

開
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

10
月
17
日
（
日
）
午
前
８
時
半

　

（
開
場
）

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

締
め
切
り　

10
月
12
日
（
火
）

対
象　

中
学
生
以
上
の
男
女
（
混
合
６

　

人
制
、
女
性
３
人
以
上
出
場
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
千
円
（
学
生
チ

　

ー
ム
は
２
千
円
）

札
幌
駅
観
光
案
内
所
、
旭
川
、
美
瑛
、

富
良
野
各
地
の
道
の
駅
な
ど
に
置
い
て

無
料
配
布
し
ま
す
。

ミニ
バレ
ー
大
会
の
ご
参
加
く
だ
さ
い

東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
受

　

け
付
け

場
所　

西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

町
内
に
住
ん
で
い
る
方
、

　

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

選
手
登
録　

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
混

　

成
40
歳
以
下
、
同
50
歳
未
満
、
50
歳

　

以
上
、
女
子
の
４
種
目
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
千
円
（
傷
害
保

　

険
料
を
含
む
）

締
め
切
り　

10
月
７
日
（
木
）
ま
で
、

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
選
手
名
簿

　

と
と
も
に
申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
の
大
城
さ
ん

　

☎
82
―
３
５
４
２

バレ
ー
ボ
ー
ル
の
ひ
が
し
か
わ
ジュニ

ア
全
道
大
会へ

　

旭
川
小
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
８
月
21
日
、
比
布
町
）
で
ひ
が
し
か

せ
ん
が
、
調
査
結
果
に
よ
っ
て
利
用
状

況
な
ど
を
聞
き
取
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

期
間　

10
月
８
日 
（
金
）

地
域　

東
川
町
全
域 

対
象　

農
地
の
う
ち
耕
作
放
棄
地
、
遊

　

休
農
地
、
要
活
用
農
地
、
無
断
転
用

　

農
地
、
農
地
法
許
可
案
件
の
履
行
状

　

況
の
現
地
確
認
等

調
査
員　

農
業
委
員
会
委
員
、
農
業
委

　

員
会
事
務
局
職
員 

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

Ｗａｃｃａ「
わ
っか
」秋
号
出
ま
し
た

東
川
町
観
光
活
性
化
雇
用
創
造
協
議
会

　

東
川
町
観
光
活
性
化
雇
用
創
造
協
議

会
（
藤
田
裕
三
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

町
内
観
光
地
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
Ｗ

ａ
ｃ
ｃ
ａ
「
わ
っ
か
」
」
秋
号
（
Ａ
４

版
３
つ
折
り
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

「
秋
と
あ
そ
ぼ
」
と
題
し
て
芸
術
の

秋
、
紅
葉
狩
り
に
出
か
け
る
の
に
も
っ

て
こ
い
、
の
お
出
掛
け
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

銀
塩
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
現
像
プ
リ
ン

ト
体
験
、
陶
器
の
皿
作
り
体
験
、
木
工

象
嵌
（
ぞ
う
が
ん
）
作
品
作
り
、
里
山

の
紅
葉
め
ぐ
り
体
験
、
旭
岳
、
天
人
峡

温
泉
め
ぐ
り
な
ど
、
ど
れ
も
気
軽
に
回

れ
て
本
格
体
験
で
き
る
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　

５
千
部
を
印
刷
。
旭
川
空
港
、
Ｊ
Ｒ

申
し
込
み　

矢
ノ
目
（
定
住
促
進
課

　

内
）
☎
82
―
２
１
１
１
（
内
線
１

　

１
６
）

元
町
議
の
大
木
さ
ん
が
旭
日
単
光
章

を
受
章

　

３
期
12
年
間
に
わ
た
っ
て
町
議
会

議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、
永

く
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
元
町
議

会
議
員
、
大
木
長
藏
氏
（
88
）
が
、

こ
の
ほ
ど
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、

８
月
30
日
役
場
で
受
章
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

上
川
総
合
振
興
局
、
内
山
正
二
副

局
長
が
叙
勲
の
伝
達
を
し
ま
し
た
。

　

大
木
氏
は
１
９
５
１
（
昭
和
26
）

年
に
当
時
の
東
川
村
議
会
議
員
に
初

当
選
。
以
後
２
０
０
７
（
平
成
19
）

年
ま
で
３
期
12
年
間
東
川
町
議
会
議

員
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
旧
東
川

村
当
時
、
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

㈱
大
和
、佐
藤
社
長
が
今
年
も
寄
付

　

８
月
31
日
、
㈱
大
和
佐
藤
隆
政
社
長
、

礼
子
夫
人
ご
夫
妻
ら
が
役
場
を
訪
れ
、

写
真
の
町
ひ
が
し
か
わ
株
主
基
金
に
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
か
ら
は
例
年
寄
付
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

少
年
補
導
員
連
協
が
旭
川
方
面
連
協

か
ら
功
労
団
体
表
彰

　

旭
川
警
察
署
少
年
補
導
員
連
絡
協
議

会
東
川
地
区
（
松
倉
龍
秀
代
表
）
が
旭

川
方
面
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会
（
太

田
英
司
会
長
）
の
功
労
団
体
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

９
月
10
日
旭
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

い
た
旭
川
方
面
連
絡
協
議
会
の
創
立
30

周
年
記
念
式
典
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

同
協
議
会
所
属
の
地
区
協
議
会
は
、
道

社
協
だ
よ
り

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

８
月
17
日
か
ら
９
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

西
町
８
丁
目　

酒
井　

常
男　

様

23
区　
　
　
　

三
井
美
江
子　

様

西
町
３
丁
目　

金
野　

照
雄　

様

10
区　
　
　
　

石
本　
　

悟　

様

28
区　
　
　
　

内
田　

昌
幸　

様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

ご
案
内

　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時

半
か
ら
同
４
時
ま
で
、
社
協
相

談
室
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

10
月
21
日　

稲
井　

孝
子

（
行
政
相
談
所
併
設
）

【軟式野球】
◆旭川軟式野球連盟少年部南支部
秋季大会（11、12日・東川町民グラウ
ンド）
▼Bクラス予選リーグAブロック
東川大雪8－0東栄

【バレーボール】
◆ミカサ杯中学校大会（4、5日・旭川
市立永山南中体育館ほか）
▼女子決勝
東川　2－1　神楽
◆ミカサカップ兼第33回旭川小学生
大会（8月21日・比布町体育館）
▼女子決勝
永山西2－0ひがしかわ

【柔道】
◆第32回旭川柔道連盟会長旗争奪
大会（8月29日・旭川市総合体育館）
▼団体　③東川柔塾

【剣道】
◆第38回旭川神社祭典奉納少年大
会（8月16日・旭川中体育館）
◇個人戦
▼小学生高学年　①高畠遼（東川錬
成館）
▼中学生男子　①小浜空（東川剣龍会）
▼同女子　②小林みのり（東川剣龍会）
③照井瑚佑覇（同）

▼小学5、6年同同　③袴田（悠）、三上、
中田（有）、武田

【サッカー】
◆全道少年U―11　8人制大会兼第8
回ＪＡ全農杯チビリンピック小学生選
抜8人制大会旭川地区予選（11、12
日・旭川市立青雲小グラウンドほか）
▼決勝
東川1―0永山南

◆トラック協会杯第22回全道少年団
U―11大会旭川地区予選（4、5日・近
文小グラウンドほか）
▼準決勝
ネイバーズ3―2東川

【水泳】
◆第18回上川中央部交流水泳記録
会（9月5日・東川町Ｂ＆Ｇ海洋センター）
▼小学1、2年男子自由形　②寺西養
太③藤原誠④袴田竣介⑤中田圭紀
⑥千葉康平
▼同女子同　④佐々木妃菜⑥牧野心泉
▼小学3、4年男子同　②武田好生③
鷲見圭飛⑥山崎悠人
▼小学5、6年女子同　⑥袴田悠梨子
▼小学3、4年男子バタフライ　①武田
好生②佐藤颯紀
▼小学5、6年同同　②三上航大
▼小学1、2年同背泳ぎ　①藤原誠②
袴田竣介③寺西養太④柏倉佑哉
▼同女子同　②佐々木妃菜④牧野心
泉⑥菊地那月
▼小学3、4年男子同　②鷲見圭飛⑥
山崎悠人
▼同女子同　①小坂彩華
▼小学5、6年同同　④袴田悠梨子
▼小学5、6年男子平泳ぎ　③三上航大
▼小学1、2年同フリーリレー　①寺西、
柏倉、藤原、袴田（竣）
▼同女子同　①成田、鷲見（莉）、牧野、
佐々木
▼小学3、4年男子同　①佐藤、小坂、
山崎、鷲見（圭）
▼小学5、6年同同　③中田（有）、袴田
（悠）、武田、三上
▼小学3、4年同メドレーリレー　①山崎、
小坂、鷲見、佐藤

東川町文化ギャラリー展示案内
東町１丁目19-8　☎82-4700
○9月18日㈯～10月4日㈪
　写団かんじき写真展
　日韓写真交流会写真展
　夏休み写真絵日記展
○10月6日㈬～21日㈭
　第22回ＭＯＡ美術館東川児童作品展
　久保康弘・詠美子2人展
　　＜彫塑・日本画　懐古展＞
　東川フォトクラブ作品展

○10月23日㈯～11月3日㈬
　第40回東川町民総合文化祭作品展

▲

東
川
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
作
品
展
か
ら

松岡市郎町長に受賞報告に来庁しました（9月13日）
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子
供
の
時
代
は
遊
ぶ
た
め
に
あ
る
も
の

　

孫
た
ち
が
草
の
畑
で
虫
、
ト
ン

ボ
、
蝶
を
捕
っ
た
り
、
け
ん
か
し

た
り
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り―

。

そ
れ
を
見
て
い
る
と
、
子
供
た
ち

が
遊
び
の
中
か
ら
学
ん
で
い
く
こ

と
の
大
き
さ
を
思
う
。

　

他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
、
言
葉
の
広
が
り
を

つ
か
ん
で
い
く
過
程
の
な
ん
て
素

晴
ら
し
い
こ
と
！　

と
感
嘆
し
ま

す
。

　

２
歳
の
孫
の
一
週
間
ご
と
の
成

長
、
進
化
（
？
）
し
て
い
く
姿
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
く
耳
に
し
た
フ
レ
ー
ズ
を

使
っ
て
み
た
り
、
同
じ
言
葉
を
何

度
も
繰
り
返
し
て
習
得
し
て
い
く

力
に―

。
大
人
も
こ
ん
な
ふ
う
に

し
て
語
学
を
学
べ
た
ら
す
ご
い
な

あ
と
。

　

自
分
が
母
親
で
あ
っ
た
時
は
、

こ
ん
な
ふ
う
に
余
裕
を
持
っ
て
接

し
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
働

き
な
が
ら
３
人
の
娘
を
保
育
園
へ

預
け
、
「
あ
れ
し
て
、
こ
れ
し
て
、

食
べ
さ
せ
て
、
寝
か
せ
て…

」
と
、

日
々
セ
カ
セ
カ
と
働
い
て
い
た
よ

う
に
思
う
。

　

毎
日
「
早
く
、
早
く…

」
と
大

き
な
声
を
出

し
て
い
る
私

に
、
３
歳
の

末
娘
が
あ
る

朝
、
「
ニ
ン

ゲ
ン
ダ
カ
ラ
、

シ
ズ
カ
ニ
ハ

ナ
シ
テ
モ
、

ワ
カ
ル
ヨ
」

と
言
っ
た
言

葉
は
今
だ
に

覚
え
て
い
る
。

そ
の
後
２
、

３
日
は
私
も

口
数
少
な
く
、

静
か
に
笑
い

な
が
ら
い
た
よ
う
に
思
う
。
し
か

し
、
す
ぐ
に
元
の
木
阿
弥
。
せ
わ

し
な
い
日
常
に
戻
っ
た
わ
け
で
す

が…

。
（
笑
）

　

今
４
人
の
孫
た
ち
と
絵
本
を
楽

し
ん
で
い
る
。
絵
本
の
世
界
は
広

く
深
く
大
き
い
。
「
こ
れ
よ
ん

で
！
」
。
こ
の
幸
福
な
時
間
を
私

は
心
か
ら
楽

し
ん
で
い
る
。

　

絵
本
は
、

こ
の
世
界
が

ど
の
よ
う
に

あ
る
か
を
見

せ
て
く
れ
る
。

感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
。

　

人
生
は
悲

し
い
こ
と
、

恐
ろ
し
い
こ

と
も
あ
る
け

れ
ど
、
笑
い

と
愛
に
満
ち

た
楽
し
い
も

の
、
と
伝
え
て
く
れ
る
。
「
小
さ

な
ひ
と
」
た
ち
は
、
絵
を
隅
々
ま

で
読
む
、
見
て
詠
ん
で
い
く
。
大

人
は
ど
う
し
て
も
文
に
頼
っ
て
、

絵
を
読
む
の
は
苦
手
の
よ
う
な
気

が
す
る
。

　

娘
た
ち
の
小
さ
か
っ
た
時
に
出

合
っ
た
絵
本
、
そ
し
て
ま
た
、
今

孫
た
ち
と
一
緒
に
出
合
う
絵
本
。

人
生
で
、
何
度
も
ひ
と
は
絵
本
に

出
合
っ
て
い
く
。
絵
本
は
裏
切
ら

な
い
、
い
つ
も
。

　

抱
っ
こ
し
て
、
か
わ
い
い
、
か

わ
い
い
、
と
な
で
て
、
寝
る
時
は

〝
タ
ン
タ
ン
〞
と
背
中
を
軽
く
た

た
き
な
が
ら
子
守
唄
を
歌
っ
て

―

。
こ
の
、
い
つ
も
母
さ
ん
た
ち

が
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
大
き

な
安
心
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

接
触―

と
、
最
近
図
書
館
で
借
り

た
『
皮
膚
と
い
う
「
脳
」
』
（
山

口
創
著
、
東
京
書
籍
刊
）
に
あ
り

ま
し
た
。

叢
舎
（
く
さ
む
ら
や
）　

澤　

田　

佑　

子

子
供
の
時
代
は
遊
ぶ
た
め
に
あ
る
も
の

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

　

本
年
度
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
（
２
価
）
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
（
１
価
）
を
含
め
た
「
３
価
ワ

ク
チ
ン
」
で
す
。
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
だ
け
の
ワ
ク
チ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町

で
は
10
月
か
ら
町
立
診
療
所
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
万
一
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た

場
合
で
も
最
悪
の
場
合
死
亡
に
至
る
な
ど

と
劇
症
化
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

半
面
接
種
後
に
皮
膚
が
腫
れ
、
発
熱
す

る
な
ど
の
症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り
、
重

篤
（
と
く
）
な
副
作
用
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
を
十
分
に
ご

理
解
の
う
え
、
接
種
す
る
か
ど
う
か
を
ご

判
断
く
だ
さ
い
。

　

町
立
診
療
所
で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

場
合
、
町
民
の
方
は
町
か
ら
費
用
補
助
が

あ
り
ま
す
。
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
接
種
費
用
の
町

補
助
、
町
の
健
康
被
害
救
済
制
度
の
適
用

は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
防
は
日
ご
ろ
の
う
が
い
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
重
症
化

予
防
に
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
で
も

感
染
を
防
ぐ
効
果
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
の
予
防
対
策
が
大
切
で
す
。

予
防
対
策

①
手
洗
い
を
こ
ま
め
に
（
特
に
外
出
か
ら

　

の
帰
宅
後
や
食
事
前
）

②
う
が
い
の
励
行

③
人
込
み
を
避
け
る

④
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
マ
ス
ク
の
着
用
）

⑤
規
則
正
し
い
生
活

⑥
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事

⑦
栄
養
を
取
り
、
抵
抗
力
を
高
め
る

⑧
十
分
な
室
内
の
換
気
と
適
度
な
湿
度

感
染
経
路

①
飛
沫
（
ひ
ま
つ
）
感
染　

患
者
の
咳
、

　

く
し
ゃ
み
、
つ
ば
な
ど
と
一
緒
に
出
た

　

ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
。

②
接
触
感
染　

患
者
が
く
し
ゃ
み
、
咳
の

　

し
ぶ
き
、
鼻
水
の
つ
い
た
手
で
触
っ
た

　

場
所
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
、
付
着
し

　

た
ウ
イ
ル
ス
に
手
を
触
れ
、
そ
の
手
で

　

目
や
鼻
、
口
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で
粘

　

膜
な
ど
か
ら
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
福
祉
課
保
健
指

導
室
☎
82
―
２
１
１
１
、
町
立
診
療
所
☎

82
―
２
１
０
１

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
突
如
出
現
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ほ
と
ん
ど
の
人
に
免

疫
性
が
な
く
、
突
然
38
度
以
上
の
高
熱
と
と
も
に
発
症
し
て
重
症
化
し
、
死
亡
に
至
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
万
一
か
か
っ
て

も
重
症
化
を
予
防
す
る
に
は
、
事
前
に
十
分
な
対
策
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
町
で
は
10
月
か
ら
町
立
診
療
所
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
始
め
ま
し
た
。

子育てチャンネル子育てチャンネル
今
か
ら
予
防
―
こ
ま
め
な
手
洗
い
、う
が
い
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
備
え
て

今
か
ら
予
防
―
こ
ま
め
な
手
洗
い
、う
が
い
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
備
え
て

10月1日から

健康保険証、運転免許証など身分を証明できるもの

１回５００円
※生活保護の受給者は無料

月～金曜日午前９時～午後４時半（祝・祭日除く）

町立診療所のワクチン接種
開　始

時　間

持ち物

料　金

※予約の必要はありません
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/
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行
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集
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2
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1
1

□
印
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/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.684 O

ctober 2010

10月 October

保健カレンダー
お問い合わせ
●保健福祉課保健指導室　☎82－2111

【10月分】

申し込み制

予約制

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊び体験教室＞
1日㈮「落ち葉制作」…………………10:00～11:30

29日㈮「からだで音楽を楽しもう」……… 10:00～11:30

＜遊びの広場＞
毎週月、火、水曜日プレイルーム開放… 9:00～12:00
4、5、6、12、13、18、19、20、25、26、27日

※会場は幼児センターです。 

※会場は保健福祉センターです！

【11月分】

1日㈮

8日㈮

12日㈫
20日㈬
22日㈮
25日㈪

5日㈮

9日㈫
10日㈬

16日㈫
18日㈭
19日㈮
22日㈪
25日㈭
30日㈫

～インフルエンザ予防接種（町立診療所）

乳幼児健診　
（通知者以外は14:30～）

もぐもぐ教室
～15日㈮ ポリオ予防接種（町立診療所）
栄養教室
3歳児健診
子育て相談

13:00～14:00
13:30～
　　  

10:00～13:00
12:45～

ごっくん教室　
乳幼児健診　
旭川がん検診センター送迎検診　
～11日㈭
旭川厚生病院　特定健診・がん検診
児童相談所巡回相談
栄養教室
ノルディックウォーキング教室
移動献血車来町
元気っ子クッキング
旭川がん検診センター送迎検診

予約制

おいしい手料理おいしい手料理
　収穫の秋です。この季節、北海道で一番のごちそうは　収穫の秋です。この季節、北海道で一番のごちそうは
ホクホクの新じゃがを使うじゃが芋料理ですね。手早くホクホクの新じゃがを使うじゃが芋料理ですね。手早く
簡単、晩酌のおつまみにも最適なお手軽メニューです。簡単、晩酌のおつまみにも最適なお手軽メニューです。

　

【じゃが芋と鶏肉のガーリック炒めじゃが芋と鶏肉のガーリック炒め】
＜材　料＞材　料＞ （２～３人分）（２～３人分）
●じゃが芋……2個（250ｇ）●じゃが芋……2個（250ｇ）
●鶏もも肉……150ｇ●鶏もも肉……150ｇ
●しめじ………1/2パック●しめじ………1/2パック
●にんにく……大1片●にんにく……大1片
●オリーブ油…大さじ4（またはサラダ油）●オリーブ油…大さじ4（またはサラダ油）

＜作り方＞作り方＞
①下ごしらえ：じゃが芋を２㌢㍍角くらいの食べやすい大き①下ごしらえ：じゃが芋を２㌢㍍角くらいの食べやすい大き
　さに切り、5分間ほど水にさらした後竹串が通る程度に湯　さに切り、5分間ほど水にさらした後竹串が通る程度に湯
　がき、粉吹きにして水分を飛ばしておく。鶏肉も2～3㌢㍍　がき、粉吹きにして水分を飛ばしておく。鶏肉も2～3㌢㍍
　角ほどに切りそろえ、しめじは石づきを取ってほぐしてお　角ほどに切りそろえ、しめじは石づきを取ってほぐしてお
　く。にんにくはみじん切り。　く。にんにくはみじん切り。
②フライパンにオリーブ油を敷き、中火でにんにくと鶏肉を②フライパンにオリーブ油を敷き、中火でにんにくと鶏肉を
　炒める。　炒める。
③鶏肉に焼き色が付いたらじゃが芋、パン粉を入れて炒める。③鶏肉に焼き色が付いたらじゃが芋、パン粉を入れて炒める。
　パン粉がカリッとしたらしめじを加えて炒める。　パン粉がカリッとしたらしめじを加えて炒める。
　全体をさっと炒め、塩、こしょうで味付け、パセリのみじ　全体をさっと炒め、塩、こしょうで味付け、パセリのみじ
　ん切りも加える。　ん切りも加える。
　この時、鍋肌に沿って醤油を掛け回し入れ、さっくり混ぜ　この時、鍋肌に沿って醤油を掛け回し入れ、さっくり混ぜ
　ると香ばしく完成。　ると香ばしく完成。

【スペインオムレツ】【スペインオムレツ】
＜材料＞（2人分）材料＞（2人分）
●じゃが芋じゃが芋…中４個中４個
●玉ねぎ玉ねぎ…………２分の１個２分の１個
●卵…………３…………３個　個　

＜作り方＞作り方＞
①じゃが芋は5㍉㍍程度の厚さにスライス、玉ねぎも薄くス①じゃが芋は5㍉㍍程度の厚さにスライス、玉ねぎも薄くス
　ライスする。　ライスする。
②玉子をボールに割り解き、塩味をつけておく。②玉子をボールに割り解き、塩味をつけておく。
③①をたっぷりのオリーブ油で炒めて塩をふり、じゃが芋が③①をたっぷりのオリーブ油で炒めて塩をふり、じゃが芋が
　つぶれるくらいになったら熱々のうちに②のボールに入れ、　つぶれるくらいになったら熱々のうちに②のボールに入れ、
　木べらでじゃが芋が崩れるように混ぜる。この時塩加減を　木べらでじゃが芋が崩れるように混ぜる。この時塩加減を
　確認する。　確認する。
④フライパンに油を敷いて③を入れ、素早くかき混ぜる。全④フライパンに油を敷いて③を入れ、素早くかき混ぜる。全
　体が少し固まったら油を敷いた皿にオムレツを返し入れ、　体が少し固まったら油を敷いた皿にオムレツを返し入れ、
　次にフライパンにすべらせて裏面を焼きあげる。　次にフライパンにすべらせて裏面を焼きあげる。
　　　　　　　　　　
焼き上げたものをそのまま食べてもおいしいですが、ケチャ焼き上げたものをそのまま食べてもおいしいですが、ケチャ
ップ、マヨネーズを同量で混ぜて「オーロラソース」を作り、ップ、マヨネーズを同量で混ぜて「オーロラソース」を作り、
オムレツにかけてもおいしいです。オムレツにかけてもおいしいです。

（越智恵子越智恵子さんさん）

【食べて健康・豆知識】【食べて健康・豆知識】
　じゃが芋の主成分はでんぷんですが、ビタミンCやカリウムも多　じゃが芋の主成分はでんぷんですが、ビタミンCやカリウムも多
く含まれています。カリウムは塩分を体外に運び出し、血圧を下げく含まれています。カリウムは塩分を体外に運び出し、血圧を下げ
る働きがあります。また腸の働きを促進させる食物繊維も含んでいる働きがあります。また腸の働きを促進させる食物繊維も含んでい
ます。ただし腎炎などでカリウムを制限されている方は、多食を避ます。ただし腎炎などでカリウムを制限されている方は、多食を避
けましょう。けましょう。
　品種は「男爵」「メークイーン」「農林１号」などがあり、「男　品種は「男爵」「メークイーン」「農林１号」などがあり、「男
爵」はでんぷんが多く粉質なので、調理法としてはゆでて粉ふき芋、爵」はでんぷんが多く粉質なので、調理法としてはゆでて粉ふき芋、
マッシュポテトなどに。「メークイーン」は肉質が細かく崩れにくマッシュポテトなどに。「メークイーン」は肉質が細かく崩れにく
いので、炒めたり、煮込んだりするのに最適です。いので、炒めたり、煮込んだりするのに最適です。

（保健福祉課栄養士　中村弘美保健福祉課栄養士　中村弘美）

●パセリみじん切り…大さじ1●パセリみじん切り…大さじ1
●パン粉………………大さじ1●パン粉………………大さじ1
●塩、こしょう………少々●塩、こしょう………少々
●醤油…………………大さじ1●醤油…………………大さじ1

●塩…………………………適量適量
●オリーブ油オリーブ油…適量適量

おいしい手料理
　収穫の秋です。この季節、北海道で一番のごちそうは
ホクホクの新じゃがを使うじゃが芋料理ですね。手早く
簡単、晩酌のおつまみにも最適なお手軽メニューです。

　

　

【じゃが芋と鶏肉のガーリック炒め】
＜材　料＞ （２～３人分）
●じゃが芋……2個（250ｇ）
●鶏もも肉……150ｇ
●しめじ………1/2パック
●にんにく……大1片
●オリーブ油…大さじ4（またはサラダ油）

＜作り方＞
①下ごしらえ：じゃが芋を２㌢㍍角くらいの食べやすい大き
　さに切り、5分間ほど水にさらした後竹串が通る程度に湯
　がき、粉吹きにして水分を飛ばしておく。鶏肉も2～3㌢㍍
　角ほどに切りそろえ、しめじは石づきを取ってほぐしてお
　く。にんにくはみじん切り。
②フライパンにオリーブ油を敷き、中火でにんにくと鶏肉を
　炒める。
③鶏肉に焼き色が付いたらじゃが芋、パン粉を入れて炒める。
　パン粉がカリッとしたらしめじを加えて炒める。
　全体をさっと炒め、塩、こしょうで味付け、パセリのみじ
　ん切りも加える。
　この時、鍋肌に沿って醤油を掛け回し入れ、さっくり混ぜ
　ると香ばしく完成。

【スペインオムレツ】
＜材料＞（2人分）
●じゃが芋…中４個
●玉ねぎ……２分の１個
●卵…………３個　

＜作り方＞
①じゃが芋は5㍉㍍程度の厚さにスライス、玉ねぎも薄くス
　ライスする。
②玉子をボールに割り解き、塩味をつけておく。
③①をたっぷりのオリーブ油で炒めて塩をふり、じゃが芋が
　つぶれるくらいになったら熱々のうちに②のボールに入れ、
　木べらでじゃが芋が崩れるように混ぜる。この時塩加減を
　確認する。
④フライパンに油を敷いて③を入れ、素早くかき混ぜる。全
　体が少し固まったら油を敷いた皿にオムレツを返し入れ、
　次にフライパンにすべらせて裏面を焼きあげる。
　　　　　
　焼き上げたものをそのまま食べてもおいしいですが、ケチ
ャップ、マヨネーズを同量で混ぜて「オーロラソース」を作
り、オムレツにかけてもおいしいです。

（和田佳子さん）

【食べて健康・豆知識】
　じゃが芋の主成分はでんぷんですが、ビタミンCやカリウムも多
く含まれています。カリウムは塩分を体外に運び出し、血圧を下げ
る働きがあります。また腸の働きを促進させる食物繊維も含んでい
ます。ただし腎炎などでカリウムを制限されている方は、多食を避
けましょう。
　品種は「男爵」「メークイーン」「農林１号」などがあり、「男
爵」はでんぷんが多く粉質なので、調理法としてはゆでて粉ふき芋、
マッシュポテトなどに。「メークイーン」は肉質が細かく崩れにく
いので、炒めたり、煮込んだりするのに最適です。

（保健福祉課栄養士　中村弘美）
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